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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のエリアと関連付けられる第１の基準を備える第１のトリガフレームを送信するこ
とと、ここにおいて、前記第１のトリガフレームは前記第１のエリア内の第１のノードか
ら第１の応答フレームをトリガすることを目的とし、前記第１のトリガフレームは、受信
信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）しきい値を示す、
　前記第１のノードから前記第１の応答フレームを受信することと、前記第１の応答フレ
ームは、前記第１のノードの近くに位置する１つまたは複数の他のノードの識別子を備え
、ここにおいて、前記第１のノードにおけるＲＳＳＩは前記ＲＳＳＩしきい値よりも大き
い、
　第２のトリガフレームを送信することと、ここにおいて、前記第２のトリガフレームは
前記１つまたは複数の他のノードから第２の応答フレームをトリガすることを目的とし、
前記第２のトリガフレームは、前記１つまたは複数の他のノードの各々の前記識別子とと
もに送信される、
　前記１つまたは複数の他のノードから前記第２の応答フレームを受信することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のエリアは、前記ＵＥに対して、ある径方向距離しきい値内に位置し、ここに
おいて、第２のエリアは前記径方向距離しきい値を越えて位置する、請求項１に記載の方
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法。
【請求項３】
　前記第２のトリガフレームは、前記ＵＥにおけるトラフィック負荷状態と関連付けられ
るフィードバック情報を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のノードにおける前記ＲＳＳＩが前記第１のＲＳＳＩしきい値よりも大きいと
き、前記第１のエリア内の前記第１のノードからリストを受信することと、前記リストは
、前記１つまたは複数の他のノードの識別子を備える、
　前記受信されたリストを使用して、第２のノードによる前記第２の応答フレームの送信
のためにタイムスロットをスケジュールすることと、ここにおいて、前記第２のノードは
前記１つまたは複数の他のノードのうちの１つである、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のエリアと関連付けられる第１の基準を備える第１のトリガフレームを送信するこ
とと、ここにおいて、前記第１のトリガフレームは前記第１のエリア内の第１のノードか
ら第１の応答フレームをトリガすることを目的とする、
　第２のエリアと関連付けられる第２の基準を備える第２のトリガフレームを送信するこ
とと、ここにおいて、前記第２のトリガフレームは前記第２のエリア内の第２のノードか
ら第２の応答フレームをトリガすることを目的とし、前記第１のエリアは第１の円形セク
タであり、前記第２のエリアは、前記第１の円形セクタとは異なる第２の円形セクタであ
り、前記第１および第２のトリガフレームは、前記ＵＥのロケーションに対応する情報を
含み、前記第１のトリガフレームは、前記ＵＥの前記ロケーションに対する前記第１のノ
ードのロケーションに基づいて、前記第１の応答フレームを受信するための第１のタイム
スロットを示し、前記第２のトリガフレームは、前記ＵＥの前記ロケーションに対する前
記第２のノードのロケーションに基づいて、前記第２の応答フレームを受信するための第
２のタイムスロットを示す、
　を備える方法。
【請求項６】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　あるエリアと関連付けられる基準を備えるトリガフレームを受信することと、
　前記トリガフレームが前記ＵＥに宛てられているかどうかを、前記トリガフレーム内の
前記基準に基づいて決定することと、
　前記トリガフレームが前記ＵＥに宛てられているときに応答フレームを送信することと
、
　前記ＵＥのサービング優先度ランクが、前記ＵＥによって受信された応答フレームを前
に送った近隣ノードのサービング優先度ランクよりも低いときに、前記応答フレームを送
信することを控えることと、
　を備える方法。
【請求項７】
　前記トリガフレームは、衝突緩和プロシージャを有効化するかどうかを示し、ここにお
いて、前記応答フレームの前記送信は、衝突緩和プロシージャに従う、請求項６に記載の
方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　第１のエリアと関連付けられる第１の基準を備える第１のトリガフレームを送信するこ
とと、ここにおいて、前記第１のトリガフレームは前記第１のエリア内の第１のノードか



(3) JP 6301491 B2 2018.3.28

10

20

30

40

50

ら第１の応答フレームをトリガすることを目的とし、前記第１のトリガフレームは、受信
信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）しきい値を示す、
　前記第１のノードから前記第１の応答フレームを受信することと、前記第１の応答フレ
ームは、前記第１のノードの近くに位置する１つまたは複数の他のノードの識別子を備え
、ここにおいて、前記第１のノードにおけるＲＳＳＩは前記ＲＳＳＩしきい値よりも大き
い、
　第２のトリガフレームを送信することと、ここにおいて、前記第２のトリガフレームは
前記１つまたは複数の他のノードから第２の応答フレームをトリガすることを目的とし、
前記第２のトリガフレームは、前記１つまたは複数の他のノードの各々の前記識別子とと
もに送信される、
　前記１つまたは複数の他のノードから前記第２の応答フレームを受信することと、
　を行うように構成されるＵＥ。
【請求項９】
　前記第１のエリアは、前記ＵＥに対して、ある径方向距離しきい値内に位置し、ここに
おいて、第２のエリアは前記径方向距離しきい値を越えて位置する、請求項８に記載のＵ
Ｅ。
【請求項１０】
　前記第２のトリガフレームは、前記ＵＥにおけるトラフィック負荷状態と関連付けられ
るフィードバック情報を含む、請求項９に記載のＵＥ。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第１のノードにおける前記ＲＳＳＩが前記第１のＲＳＳＩしきい値よりも大きいと
き、前記第１のエリア内の前記第１のノードからリストを受信することと、前記リストは
、１つまたは複数の他のノードの識別子を備える、
　前記受信されたリストを使用して、第２のノードによる前記第２の応答フレームの送信
のためにタイムスロットをスケジュールすることと、ここにおいて、前記第２のノードは
前記１つまたは複数の他のノードのうちの１つである、
　を行うようにさらに構成される、請求項８に記載のＵＥ。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　あるエリアと関連付けられる基準を備えるトリガフレームを受信することと、
　前記トリガフレームが前記ＵＥに宛てられているかどうかを、前記トリガフレームに含
められた前記基準に基づいて決定することと、
　前記トリガフレームが前記ＵＥに宛てられているときに応答フレームを送信することと
、
　前記ＵＥのサービング優先度ランクが、前記ＵＥによって受信された応答フレームを前
に送った近隣ノードのサービング優先度ランクよりも低いときに、前記応答フレームを送
信することを控えることと、
　を行うように構成されるＵＥ。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　第１のエリアと関連付けられる第１の基準を備える第１のトリガフレームを送信するこ
とと、ここにおいて、前記第１のトリガフレームは前記第１のエリア内の第１のノードか
ら第１の応答フレームをトリガすることを目的とする、



(4) JP 6301491 B2 2018.3.28

10

20

30

40

50

　第２のエリアと関連付けられる第２の基準を備える第２のトリガフレームを送信するこ
とと、ここにおいて、前記第２のトリガフレームは前記第２のエリア内の第２のノードか
ら第２の応答フレームをトリガすることを目的とし、前記第１のエリアは第１の円形セク
タであり、前記第２のエリアは、前記第１の円形セクタとは異なる第２の円形セクタであ
り、前記第１および第２のトリガフレームは、前記ＵＥのロケーションに対応する情報を
含み、前記第１のトリガフレームは、前記ＵＥの前記ロケーションに対する前記第１のノ
ードのロケーションに基づいて、前記第１の応答フレームを受信するための第１のタイム
スロットを示し、前記第２のトリガフレームは、前記ＵＥの前記ロケーションに対する前
記第２のノードのロケーションに基づいて、前記第２の応答フレームを受信するための第
２のタイムスロットを示す、
　を行うように構成されるＵＥ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、それらの全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１４
年２月２７日に出願された「ＥＮＨＡＮＣＥＤ　ＴＲＩＧＧＥＲＩＮＧ　ＦＲＡＭＥ　Ｂ
ＡＳＥＤ　ＤＩＳＣＯＶＥＲＹ　ＦＯＲ　Ａ　ＮＥＩＧＨＢＯＲ　ＡＷＡＲＥＮＥＳＳ　
ＮＥＴＷＯＲＫ」と題する米国仮出願第６１／９４５，７９８号、および２０１５年２月
２０日に出願された「ＥＮＨＡＮＣＥＤ　ＴＲＩＧＧＥＲ　ＦＲＡＭＥ　ＢＡＳＥＤ　Ｄ
ＩＳＣＯＶＥＲＹ　ＦＯＲ　Ａ　ＮＥＩＧＨＢＯＲ　ＡＷＡＲＥＮＥＳＳ　ＮＥＴＷＯＲ
Ｋ」と題する米国特許出願第１４／６２８，１５８号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、ネイバーアウェアネスネ
ットワーク（neighbor awareness network）のための拡張されたトリガフレームに基づく
発見（discovery）に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]多くの電気通信システムでは、いくつかの対話している空間的に離れたデバイス
の間でメッセージを交換するために、通信ネットワークが使用される。ネットワークは地
理的範囲に従って分類され得、地理的範囲は、たとえば大都市圏エリア、ローカルエリア
、または個人エリアであり得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエリアネ
ットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカルエリア
ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、または
パーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）と呼ばれる。ネットワークはまた、様々なネッ
トワークノードとデバイスとを相互接続するために使用される交換／ルーティング技法（
たとえば、回線交換対パケット交換）、送信のために採用される物理媒体のタイプ（たと
えば、ワイヤード対ワイヤレス）、および使用される通信プロトコルのセット（たとえば
、インターネットプロトコルスイート、同期光ネットワーキング（ＳＯＮＥＴ：Synchron
ous Optical Networking）、イーサネット（登録商標）など）によって異なる。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、したがって動
的な接続性を必要とするとき、またはネットワークアーキテクチャが固定されたトポロジ
でなくアドホックなトポロジで形成される場合に、好ましいことが多い。ワイヤレスネッ
トワークは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域内の電磁波を使用する非誘
導伝搬モードでは、無形物理媒体を利用する。ワイヤレスネットワークは、有利には、固
定されたワイヤードネットワークと比較すると、ユーザモビリティと迅速なフィールド展
開とを容易にする。
【発明の概要】
【０００５】
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　[0005]本発明のシステム、方法、コンピュータプログラム製品、およびデバイスは、そ
れぞれいくつかの態様を有するが、それらの態様のどれ１つとして、単独で本発明の望ま
しい属性を担うことはない。ここで、以下の特許請求の範囲によって表される本発明の範
囲を限定することなく、いくつかの特徴について簡単に説明する。この説明を考察すれば
、特に「発明を実施するための形態」と題するセクションを読めば、本発明の特徴が、ワ
イヤレスネットワークにおけるデバイスに利点をどのように提供するかが理解されよう。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様は、処理システムを含むワイヤレス通信のための装置（たとえば
、ユーザ機器（ＵＥ））を提供する。ＵＥの処理システムは、第１のエリアと関連付けら
れる第１の基準を含んだ第１のトリガフレームを送信するように構成される。第１のトリ
ガフレームは、第１のエリア内の第１のノードから第１の応答フレームをトリガすること
を目的とする。処理システムはまた、第２のエリアと関連付けられる第２の基準を含んだ
第２のトリガフレームを送信するように構成される。第２のトリガフレームは、第２のエ
リア内の第２のノードから第２の応答フレームをトリガすることを目的とする。
【０００７】
　[0007]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は、第
１のエリアと関連付けられる第１の基準を備える第１のトリガフレームを送信するための
手段、ここにおいて、第１のトリガフレームは第１のエリア内の第１のノードから第１の
応答フレームをトリガすることを目的とする、を含む。この装置は、第２のエリアと関連
付けられる第２の基準を備える第２のトリガフレームを送信するための手段、ここにおい
て、第２のトリガフレームは第２のエリア内の第２のノードから第２の応答フレームをト
リガすることを目的とする、を含む。一態様では、第１のエリアは、ＵＥに対して、ある
径方向距離しきい値（radial distance threshold）内に位置し、第２のエリアはその径
方向距離しきい値を越えて位置する。別の態様では、第１のトリガフレームは受信信号強
度インジケータ（ＲＳＳＩ）しきい値を示し、第２のトリガフレームは、ＲＳＳＩしきい
値を示さないか、またはＲＳＳＩしきい値に対してヌル（null）値を示す。別の態様では
、第１のトリガフレームは第１のＲＳＳＩレンジを示し、ここにおいて、第１のトリガフ
レームは、第１のＲＳＳＩレンジに基づいて、第１のエリア内の第１のノードから第１の
応答フレームをトリガすることを目的とし、第２のトリガフレームは第２のＲＳＳＩレン
ジを示し、ここにおいて、第２のトリガフレームは、第２のＲＳＳＩレンジに基づいて、
第２のエリア内の第２のノードから第２の応答フレームをトリガすることを目的とする。
別の態様では、第２のトリガフレームは、装置におけるトラフィック負荷状態と関連付け
られるフィードバック情報を含む。別の態様では、第１のトリガフレームはＲＳＳＩしき
い値を示し、装置は、第１のノードから第１の応答フレームを受信するための手段と、こ
こにおいて、第１の応答フレームは、第１のノードの近くに位置する１つまたは複数の他
のノードの識別子を備え、ここにおいて、第１のノードにおけるＲＳＳＩはＲＳＳＩしき
い値よりも大きく、ここにおいて、第２のトリガフレームは、１つまたは複数の他のノー
ドの各々の識別子とともに送信される、１つまたは複数の他のノードから応答フレームを
受信するための手段とをさらに含む。別の態様では、装置は、第１のノードにおける第１
のＲＳＳＩが第１の基準よりも大きいときに第１のノードから第１の応答フレームを受信
するための手段と、第１の基準は第１のＲＳＳＩしきい値であり、ここにおいて、第２の
トリガフレームは、第１のノードと関連付けられる識別子とともに、また第２のＲＳＳＩ
しきい値とともに送信される、第２のノードと第１のノードとの間の第２のＲＳＳＩが第
２のトリガフレームで送信された第２のＲＳＳＩしきい値よりも大きいかまたはそれに等
しいときに第２のノードから第２の応答フレームを受信するための手段とを含む。別の態
様では、この装置は、第１のノードにおけるＲＳＳＩがＲＳＳＩしきい値よりも大きいと
きに第１のエリア内の第１のノードからリストを受信するための手段と、リストは、第１
のノードによって前に発見された１つまたは複数の他のノードの識別子を備え、ここにお
いて、第２のノードは１つまたは複数の他のノードのうちの１つである、受信されたリス
トを使用して第２のノードによる第２の応答フレームの送信のためにタイムスロットをス
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ケジュールするための手段とを含む。別の態様では、第１のエリアは第１の円形セクタで
あり、第２のエリアは、第１の円形セクタとは異なる第２の円形セクタである。別の態様
では、第１および第２のトリガフレームは、装置のロケーションに対応する情報を含み、
第１のトリガフレームは、装置のロケーションに対する第１のノードのロケーションに基
づいて、第１の応答フレームを受信するための第１のタイムスロットを示し、第２のトリ
ガフレームは、装置のロケーションに対する第２のノードのロケーションに基づいて、第
２の応答フレームを受信するための第２のタイムスロットを示す。別の態様では、第１の
エリアは第１のビーム形成セクタであり、第２のエリアは、第１のビーム形成セクタとは
異なる第２のビーム形成セクタである。別の態様では、第１のトリガフレームは、第１の
時間に、第１のビーム形成セクタ内に位置する第１のノードに送信され、第２のトリガフ
レームは、第１の時間とは異なる第２の時間に、第２のビーム形成セクタ内に位置する第
２のノードに送信される。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様は、第１のエリアと関連付けられる第１の基準を備える第１の
トリガフレームを送信することと、ここにおいて、第１のトリガフレームは第１のエリア
内の第１のノードから第１の応答フレームをトリガすることを目的とする、第２のエリア
と関連付けられる第２の基準を備える第２のトリガフレームを送信することと、ここにお
いて、第２のトリガフレームは第２のエリア内の第２のノードから第２の応答フレームを
トリガすることを目的とする、のためのコードを備える、ワイヤレス通信のためのコンピ
ュータ実行可能コードを記憶するＵＥのコンピュータ可読媒体を提供する。一態様では、
第１のエリアは、ＵＥに対して、ある径方向距離しきい値内に位置し、第２のエリアはそ
の径方向距離しきい値を越えて位置する。別の態様では、第１のトリガフレームはＲＳＳ
Ｉしきい値を示し、第２のトリガフレームは、ＲＳＳＩしきい値を示さないか、またはＲ
ＳＳＩしきい値に対してヌル値を示す。別の態様では、第１のトリガフレームは第１のＲ
ＳＳＩレンジを示し、ここにおいて、第１のトリガフレームは、第１のＲＳＳＩレンジに
基づいて、第１のエリア内の第１のノードから第１の応答フレームをトリガすることを目
的とし、第２のトリガフレームは第２のＲＳＳＩレンジを示し、ここにおいて、第２のト
リガフレームは、その第２のＲＳＳＩレンジに基づいて、第２のエリア内の第２のノード
から第２の応答フレームをトリガすることを目的とする。別の態様では、第２のトリガフ
レームは、装置におけるトラフィック負荷状態と関連付けられるフィードバック情報を含
む。別の態様では、第１のトリガフレームはＲＳＳＩしきい値を示し、コンピュータ可読
記憶媒体は、第１のノードから第１の応答フレームを受信することと、第１の応答フレー
ムは、第１のノードの近くに位置する１つまたは複数の他のノードの識別子を備え、ここ
において、第１のノードにおけるＲＳＳＩはＲＳＳＩしきい値よりも大きく、ここにおい
て、第２のトリガフレームは、１つまたは複数の他のノードの各々の識別子とともに送信
される、１つまたは複数の他のノードから応答フレームを受信することとのためのコード
をさらに備える。別の態様では、コンピュータ可読記憶媒体は、第１のノードにおける第
１のＲＳＳＩが第１の基準よりも大きいときに第１のノードから第１の応答フレームを受
信することと、第１の基準は第１のＲＳＳＩしきい値であり、ここにおいて、第２のトリ
ガフレームは、第１のノードと関連付けられる識別子とともに、また第２のＲＳＳＩしき
い値とともに送信される、第２のノードと第１のノードとの間の第２のＲＳＳＩが第２の
トリガフレームで送信された第２のＲＳＳＩしきい値よりも大きいかまたはそれに等しい
ときに第２のノードから第２の応答フレームを受信することとのためのコードをさらに備
える。別の態様では、このコンピュータ可読記憶媒体は、第１のノードにおけるＲＳＳＩ
がＲＳＳＩしきい値よりも大きいときに第１のエリア内の第１のノードからリストを受信
することと、リストは、第１のノードによって前に発見された１つまたは複数の他のノー
ドの識別子を備え、ここにおいて、第２のノードは１つまたは複数の他ノードのうちの１
つである、受信されたリストを使用して第２のノードによる第２の応答フレームの送信の
ためにタイムスロットをスケジュールすることとのためのコードをさらに備える。別の態
様では、第１のエリアは第１の円形セクタであり、第２のエリアは、第１の円形セクタと
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は異なる第２の円形セクタである。別の態様では、第１および第２のトリガフレームは、
ＵＥのロケーションに対応する情報を含み、第１のトリガフレームは、ＵＥのロケーショ
ンに対する第１のノードのロケーションに基づいて、第１の応答フレームを受信するため
の第１のタイムスロットを示し、第２のトリガフレームは、ＵＥのロケーションに対する
第２のノードのロケーションに基づいて、第２の応答フレームを受信するための第２のタ
イムスロットを示す。別の態様では、第１のエリアは第１のビーム形成セクタであり、第
２のエリアは、第１のビーム形成セクタとは異なる第２のビーム形成セクタである。別の
態様では、第１のトリガフレームは、第１の時間に、第１のビーム形成セクタ内に位置す
る第１のノードに送信され、第２のトリガフレームは、第１の時間とは異なる第２の時間
に、第２のビーム形成セクタ内に位置する第２のノードに送信される。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様は、処理システムを含むワイヤレス通信のための装置（たとえ
ば、ＵＥ）を提供する。ＵＥの処理システムは、あるエリアと関連付けられる基準を含ん
だトリガフレームを受信するように構成される。処理システムは、トリガフレームがその
ＵＥに宛てられているかどうかを、トリガフレーム内の基準に基づいて決定するように構
成される。処理システムは、トリガフレームがＵＥに宛てられているときに応答フレーム
を送信するように構成される。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。その装置は、あ
るエリアと関連付けられる基準を備えるトリガフレームを受信するための手段と、トリガ
フレーム内の基準に基づいて、トリガフレームがその装置に宛てられているかどうかを決
定するための手段と、トリガフレームがその装置に宛てられているときに応答フレームを
送信するための手段とを含む。一態様では、基準はＲＳＳＩしきい値である。別の態様で
は、トリガフレームは、衝突緩和プロシージャを有効化するかどうかを示し、応答フレー
ムの送信は、その衝突緩和プロシージャに従う。別の態様では、衝突緩和プロシージャに
従う送信は、応答フレームを送信するための発見ウィンドウ内のランダムな開始時間（た
とえば、ランダムなキャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）時間）の選択または応答フレ
ームを送信するための送信要求／送信可（ＲＴＳ／ＣＴＳ）プロシージャの実装の少なく
とも一方を備える。別の態様では、装置は、トラフィック負荷状態と関連付けられるフィ
ードバック情報を受信するための手段と、そのフィードバック情報を使用して応答フレー
ムの送信と関連付けられるパラメータを調節するための手段とを含む。別の態様では、応
答フレームは、トリガフレームの送信機のロケーションに対する装置のロケーションに基
づいた時間に送信される。別の態様では、応答フレームは、ビーム形成セクタ内の装置の
ロケーションに基づいた時間に送信される。別の態様では、装置は、その装置のサービン
グ（serving）優先度ランクが、その装置によって受信された応答フレームを前に送った
近隣ノードのサービング優先度ランクよりも低いときに、応答フレームを送信することを
控えるための手段を含む。
【００１１】
　[0011]本開示の別の態様は、あるエリアと関連付けられる基準を備えるトリガフレーム
を受信することと、トリガフレーム内の基準に基づいて、トリガフレームがそのＵＥに宛
てられているかどうかを決定することと、トリガフレームがそのＵＥに宛てられていると
きに応答フレームを送信することとのためのコードを備える、ワイヤレス通信のためのコ
ンピュータ実行可能コードを記憶するＵＥのコンピュータ可読媒体を提供する。一態様で
は、基準はＲＳＳＩしきい値である。別の態様では、トリガフレームは、衝突緩和プロシ
ージャを有効化するかどうかを示し、応答フレームの送信は、その衝突緩和プロシージャ
に従う。別の態様では、衝突緩和プロシージャに従う送信は、応答フレームを送信するた
めの発見ウィンドウ内のランダムなＣＳＭＡ開始時間の選択または応答フレームを送信す
るための送信要求／送信可（ＲＴＳ／ＣＴＳ）プロシージャの実装の少なくとも一方を備
える。別の態様では、コンピュータ可読媒体は、トラフィック負荷状態と関連付けられる
フィードバック情報を受信することと、そのフィードバック情報を使用して応答フレーム
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の送信と関連付けられるパラメータを調節することとのためのコードをさらに備える。別
の態様では、応答フレームは、トリガフレームの送信機のロケーションに対するＵＥのロ
ケーションに基づいた時間に送信される。別の態様では、応答フレームは、ビーム形成セ
クタ内のＵＥのロケーションに基づいた時間に送信される。別の態様では、コンピュータ
可読媒体は、ＵＥのサービング優先度ランクが、そのＵＥによって受信された応答フレー
ムを前に送った近隣ノードのサービング優先度ランクよりも低いときに、応答フレームを
送信することを控えるためのコードをさらに備える。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]本開示の態様が採用され得る例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図２】[0013]発見ウィンドウの例を示す図。
【図３】[0014]ＵＥとＵＥのレンジ内のノードとの間の通信の様々な例を示す図。
【図４】ＵＥとＵＥのレンジ内のノードとの間の通信の様々な例を示す図。
【図５】ＵＥとＵＥのレンジ内のノードとの間の通信の様々な例を示す図。
【図６】ＵＥとＵＥのレンジ内のノードとの間の通信の様々な例を示す図。
【図７】ＵＥとＵＥのレンジ内のノードとの間の通信の様々な例を示す図。
【図８】ＵＥとＵＥのレンジ内のノードとの間の通信の様々な例を示す図。
【図９】[0015]ワイヤレス通信の第１の方法のフローチャート。
【図１０】[0016]ワイヤレス通信の第２の方法のフローチャート。
【図１１】[0017]図１のワイヤレス通信システム内で発見を実施し得るワイヤレスデバイ
スの例示的な機能ブロック図。
【図１２】[0018]発見を実施するための例示的なワイヤレス通信デバイスの機能ブロック
図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0019]添付の図面を参照しながら、新規のシステム、装置、コンピュータプログラム製
品、および方法の様々な態様が以下でより十分に説明される。しかし、本開示は、様々な
異なる形態で実施され得、本開示全体で提示される任意の特定の構造または機能に限定さ
れると解釈されてはならない。そうではなく、これらの態様は、本開示が十分および完全
になり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるようにするために提供される。本明細書の
教示に基づいて、本開示の範囲は、本発明の他の態様とは独立に実装されるのか、本発明
の他の態様と組み合わせて実装されるのかにかかわらず、本明細書で開示される新規のシ
ステム、装置、コンピュータプログラム製品、および方法のあらゆる態様を包含すること
を意図することを、当業者は理解されたい。たとえば、本明細書に記載した任意の数の態
様を使用して、装置が実装されてよく、または方法が実践されてよい。加えて、本発明の
範囲は、本明細書に記載した本発明の様々な態様に加えて、またはそれ以外の、他の構造
、機能、または構造および機能を使用して実践されるそのような装置または方法を包含す
るものとする。本明細書で開示するいずれの態様も、請求項の１つまたは複数の要素によ
って具現化され得ることを理解されたい。
【００１４】
　[0020]特定の態様について本明細書で説明するが、これらの態様の多くの変形および置
換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点について説明するが
、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、本
開示の態様は、その一部が例として図面および好ましい態様の以下の説明において示され
る、異なるワイヤレス技術と、システム構成と、ネットワークと、伝送プロトコルとに幅
広く適用可能であることが意図されている。詳細な説明および図面は、限定的ではなく、
本開示の例示にすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲とその均等物とによって
定義される。
【００１５】
　[0021]普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカ
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ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されているネット
ワーキングプロトコルを採用して、近くのデバイスを相互接続するために使用され得る。
本明細書で説明される様々な態様は、ワイヤレスプロトコルなどの任意の通信規格に適用
され得る。
【００１６】
　[0022]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、直
接シーケンス拡散スペクトル（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭ通信とＤＳＳＳ通信との組合せ
、または他の方式を使用して、８０２．１１プロトコルに従って送信され得る。８０２．
１１プロトコルの実装形態は、センサー、検針、およびスマートグリッドネットワークに
使用され得る。有利なことに、８０２．１１プロトコルを実装するいくつかのデバイスの
態様は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデバイスよりも消費する電力が少ない場合
があり、および／または、比較的長い距離、たとえば約１キロメートル以上にわたってワ
イヤレス信号を送信するために使用され得る。
【００１７】
　[0023]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわちア
クセスポイント（「ＡＰ」）および（局もしくは「ＳＴＡ」または「ＵＥ」とも呼ばれる
）クライアントが存在し得る。概して、ＡＰはＷＬＡＮ用のハブまたは基地局として機能
することができ、ＵＥはＷＬＡＮのユーザとして機能する。たとえば、ＵＥは、ラップト
ップコンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイル電話などであり得る。一例では、
ＵＥは、インターネットまたは他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を得るた
めに、ＷｉＦｉ（登録商標）（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤ
レスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、ＵＥはＡＰとして使用さ
れる場合もある。
【００１８】
　[0024]アクセスポイントはまた、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）
、ｅノードＢ、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、トランシーバ基地局（ＢＴＳ）、基地局
（ＢＳ）、トランシーバ機能（ＴＦ）、無線ルータ、無線トランシーバ、接続ポイント、
または何らかの他の用語を備え、それとして実装され、またはそれとして知られ得る。
【００１９】
　[0025]局はまた、アクセス端末（ＡＴ）、加入者局、加入者ユニット、移動局、リモー
ト局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、
または他の何らかの用語を備え、それとして実装され、またはそれとして知られ得る。い
くつかの実装形態では、アクセス端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開
始プロトコル（ＳＩＰ）フォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末
（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデ
ムに接続された何らかの他の適切な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教
示する１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォン
）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット
、ポータブルコンピューティングデバイス（たとえば、携帯情報端末）、エンターテイン
メントデバイス（たとえば、音楽デバイスもしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ）
、ゲームデバイスもしくはゲームシステム、全地球測位システムデバイス、または、ワイ
ヤレス媒体を介して通信するように構成された任意の他の好適なデバイスに組み込まれ得
る。
【００２０】
　[0026]「関連付ける」または「関連付け」という用語、あるいはそれらの任意の変形態
は、本開示のコンテキスト内で可能な最も広い意味を与えられるべきである。例として、
第１の装置が第２の装置に関連付けるとき、２つの装置が直接関連付けられ得るか、また
は中間装置が存在し得ることを理解されたい。簡潔のために、２つの装置間の関連付けを
確立するためのプロセスについて、装置のうちの１つによる「関連付け要求」と、後続の
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、他の装置による「関連付け応答」とを必要とする、ハンドシェイクプロトコルを使用し
て説明する。ハンドシェイクプロトコルが、例として、認証を行うためのシグナリングな
ど、他のシグナリングを必要とし得ることが、当業者には理解されよう。
【００２１】
　[0027]本明細書における「第１」、「第２」などの名称を使用した要素への言及は、そ
れらの要素の数量または順序を概括的に限定するものでない。むしろ、これらの名称は、
本明細書において２つ以上の要素またはある要素の複数の例を区別する便利な方法として
使用される。したがって、第１の要素および第２の要素への言及は、２つの要素のみが採
用され得ること、または第１の要素が第２の要素に先行しなければならないことを意味す
るものではない。さらに、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指すフレーズは、
個々のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「Ａ、Ｂ、ま
たはＣのうちの少なくとも１つ」は、Ａ、またはＢ、またはＣ、またはそれらの任意の組
合せ（たとえば、Ａ－Ｂ、Ａ－Ｃ、Ｂ－Ｃ、およびＡ－Ｂ－Ｃ）を包含することを意図す
るものである。
【００２２】
　[0028]上記で説明したように、本明細書で説明するデバイスのいくつかは、たとえば、
８０２．１１規格を実装し得る。そのようなデバイスは、ＵＥとして使用されるか、ＡＰ
として使用されるか、他のデバイスとして使用されるかにかかわらず、スマートメータリ
ングのために、またはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。そのような
デバイスは、センサーへの適用例を提供するか、またはホームオートメーションにおいて
使用され得る。デバイスは、代わりにまたは加えて、たとえば個人の健康管理のために健
康管理の状況において使用され得る。これらのデバイスは、拡張範囲のインターネット接
続性（たとえばホットスポットで使用される）を可能にする、または機械間通信を実施す
るために、監視にも使用され得る。
【００２３】
　[0029]図１は、本開示の態様が採用され得る例示的なワイヤレス通信システム１００を
示す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１規格に
従って動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１１２、１
１４、１１６、および１１８）と通信するＡＰ１０４を含み得る。
【００２４】
　[0030]ＡＰ１０４とＵＥとの間のワイヤレス通信システム１００における送信のために
、様々な処理および方法が使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技術
に従って、ＡＰ１０４とＵＥとの間で送信および受信され得る。そうである場合、ワイヤ
レス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれ得る。あるいは、信号
は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＵＥとの間で送信および受信され得る。そうで
ある場合、ワイヤレス通信システム１００は、ＣＤＭＡシステムと呼ばれ得る。
【００２５】
　[0031]ＡＰ１０４からＵＥのうちの１つまたは複数への送信を容易にする通信リンクは
ダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＵＥのうちの１つまたは複数からＡ
Ｐ１０４への送信を容易にする通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１０と呼ばれること
がある。代替的に、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チャネルと呼ばれ得
、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれ得る。いくつかの態
様では、ＤＬ通信は、ユニキャストまたはマルチキャストのトラフィック指示を含み得る
。
【００２６】
　[0032]いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、著しいアナログデジタル変換（ＡＤＣ）ク
リッピングノイズを発生させずに、同時に２つ以上のチャネル上でＵＬ通信を受信できる
ように、隣接チャネル干渉（ＡＣＩ）を抑制することができる。ＡＰ１０４は、たとえば
、チャネルごとに別々の有限インパルス応答（ＦＩＲ）フィルタを有することによって、
または増大されたビット幅をもつより長いＡＤＣバックオフ期間を有することによって、
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ＡＣＩの抑制を改善することができる。
【００２７】
　[0033]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２におい
てワイヤレス通信カバレージを提供し得る。ＢＳＡ（たとえば、ＢＳＡ１０２）はＡＰ（
たとえば、ＡＰ１０４）のカバレージエリアである。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連し
、また通信のためにＡＰ１０４を使用するＵＥとともに、基本サービスセット（ＢＳＳ）
と呼ばれ得る。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ（たとえば、ＡＰ１０４）を
有しないことがあり、むしろ、ＵＥ間のピアツーピアネットワークとして機能し得ること
に留意されたい。したがって、本明細書で説明するＡＰ１０４の機能は、ＵＥのうちの１
つまたは複数によって代替的に実行され得る。
【００２８】
　[0034]ＡＰ１０４は、ダウンリンク１０８などの通信リンクを介して、ワイヤレス通信
システム１００の他のノード（ＵＥ）にビーコン信号（または単に「ビーコン」）を、１
つまたは複数のチャネル（たとえば、各チャネルが周波数帯域幅を含む複数の狭帯域チャ
ネル）上で送信し得、ビーコン信号は、他のノード（ＵＥ）がそれらのタイミングをＡＰ
１０４と同期させるのを助け得るか、または他の情報もしくは機能を提供し得る。そのよ
うなビーコンは定期的に送信され得る。一態様では、連続する送信の間の期間は、スーパ
ーフレームと呼ばれ得る。ビーコンの送信は、いくつかのグループまたは間隔に分割され
得る。一態様では、ビーコンは、限定はされないが、共通クロックを設定するためのタイ
ムスタンプ情報、ピアツーピアネットワーク識別子、デバイス識別子、能力情報、スーパ
ーフレーム継続時間、送信方向情報、受信方向情報、近隣リスト、および／または、拡張
近隣リストなどの情報を含んでよく、これらのうちのいくつかが以下でさらに詳細に説明
される。したがって、ビーコンは、いくつかのデバイスの間で共通の（たとえば、共有さ
れる）情報と、所与のデバイスに固有の情報とを含み得る。
【００２９】
　[0035]いくつかの態様では、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１１４）は、ＡＰ１０４に通信を送
るために、および／またはＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４と関連付け
ることが必要とされ得る。一態様では、関連付けるための情報は、ＡＰ１０４によってブ
ロードキャストされるビーコン中に含まれる。そのようなビーコンを受信するために、Ｕ
Ｅ１１４は、たとえば、カバレージ領域にわたって広範なカバレージ探索を実行し得る。
探索はまた、たとえば、灯台方式でカバレージ領域をスイープすること（sweeping）によ
って、ＵＥ１１４によって実行され得る。ビーコンかまたはプローブ応答フレームのいず
れかから、関連付けるための情報を受信した後、ＵＥ１１４は、関連付けプローブまたは
要求などの基準信号をＡＰ１０４に送信し得る。いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、た
とえば、インターネットまたは公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などのより大きいネットワー
クと通信するために、バックホール（backhaul）サービスを使用し得る。
【００３０】
　[0036]一態様では、ＵＥ１１４は、様々な機能を実施するための１つまたは複数のモジ
ュールを含み得る。たとえば、ＵＥ１１４は、デバイス発見に関する手順を実施するよう
に構成された発見／スケジューリングモジュール１２４を含み得る。この例では、発見／
スケジューリングモジュール１２４は、第１のエリアと関連付けられる第１の基準を含む
第１のトリガフレームを送信するように構成され得る。第１のトリガフレームは、第１の
エリア内の第１のノードから第１の応答フレームをトリガすることを目的とし得る。発見
／スケジューリングモジュール１２４は、第２のエリアと関連付けられる第２の基準を含
む第２のトリガフレームを送信するように構成され得る。第２のトリガフレームは、第２
のエリア内の第２のノードから第２の応答フレームをトリガすることを目的とし得る。
【００３１】
　[0037]別の態様では、発見／スケジューリングモジュール１２４は、あるエリアと関連
付けられる基準を含むトリガフレームを受信するように構成され得る。発見／スケジュー
リングモジュール１２４は、トリガフレームがＵＥ１１４に宛てられているかどうかをト
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リガフレーム内の基準に基づいて決定するように構成され得る。発見／スケジューリング
モジュール１２４は、トリガフレームがＵＥ１１４に宛てられているときに応答フレーム
を送信するように構成され得る。
【００３２】
　[0038]図２は、発見ウィンドウの例を示す図２００である。発見ウィンドウは、ネイバ
ーアウェアネスネットワーク（ＮＡＮ）で使用され得る。ＮＡＮは、ソーシャルＷｉ－Ｆ
ｉ（登録商標）ネットワークの一例である。ＮＡＮは、ＬＴＥ（登録商標）におけるｅＮ
ＢまたはＷｉ－Ｆｉにおけるアクセスポイント（ＡＰ）などのインフラストラクチャ要素
を使用せずに互いに通信する１つまたは複数のＵＥおよび／またはノードを含み得る。Ｕ
ＥがＮＡＮに進入すると、ＵＥは、そのＮＡＮ内にすでに存在するノードを発見しようと
試みる。ＮＡＮ内のノードを発見するために、ＵＥは第１の発見ウィンドウ（ＤＷ－１）
２０１の間にトリガフレームを送信する。たとえば、ＵＥはトリガフレーム２０２を送信
する。ＵＥのレンジ内のノードは、トリガフレーム２０２を受信し得る。トリガフレーム
２０２を受信したことに応答して、ＮＡＮ内のノードの各々は応答フレームを送信する。
たとえば、ＮＡＮ内の様々なノードが応答フレーム２０４、２０６、２０８、２１０を送
信し得る。各応答フレーム（たとえば、応答フレーム２０４、２０６、２０８、２１０）
は、その特定の応答フレームを送信しているノードの識別子（ＩＤ）を含み得る。応答フ
レーム（たとえば、応答フレーム２０４、２０６、２０８、２１０）を受信すると、ＵＥ
は、それらの応答フレームを送信したノードのＩＤに基づいてＮＡＮ内のノードを識別す
る。したがって、ＵＥは、各ノードによって送信された応答フレームを分析することによ
って、ＮＡＮ内のノードを発見する。
【００３３】
　[0039]しかしながら、いくつかの状況下では、２つ以上のノードが、ほぼ同時に応答フ
レームを送信し得る。このことは、「隠れノード（hidden node）」が存在するときに生
じ得る。キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）では、ノードは、別のノードがその時間
に送信していないとそのノードが決定したときに、応答フレームを送信する。しかしなが
ら、第１のノードが第２のノードから十分に離れて位置しているとき、第１のノードは第
２のノードを検知（たとえば「聴取」）し得ない。したがって、第１のノードは、別のノ
ードがその時間に送信していないと（誤って）決定し得る。そのような状況下では、第２
のノードは、少なくとも第１のノードの立場からは「隠れノード」である。
【００３４】
　[0040]ノードが互いに「隠されている」とき、そのようなノードは、ほぼ同時に応答フ
レームを送信し得る。したがって、ＵＥは、ほぼ同時に複数の応答フレームを受信し得る
。ほぼ同時に複数の応答フレームを受信することは、衝突を引き起こし得る。２つ以上の
応答フレームが衝突を受ける場合、ＵＥは、２つ以上の応答フレームを送信しているノー
ドのＩＤを決定することが不可能になり得る。したがって、ＵＥは、衝突した応答フレー
ムを送信した２つ以上のノードを発見することが不可能である。
【００３５】
　[0041]その後、ＵＥは、第２の発見ウィンドウ（ＤＷ－２）２１１で別のトリガフレー
ム２１２を送信する。トリガフレーム２１２は、それからＵＥが（非衝突の）応答フレー
ム（たとえば、応答フレーム２０４、２０６、２０８、２１０）を前に受信したノードの
ＩＤを示し得る。トリガフレーム２１２を受信すると、（非衝突の）応答フレーム（たと
えば、応答フレーム２０４、２０６、２０８、２１０）を前に送信したノードは、別の応
答フレームを再送信することを控える。しかしながら、別の応答フレームと衝突した応答
フレームを前に送信したノードは、ＤＷ－２でまた別の応答フレーム（たとえば、応答フ
レーム２１４、２１６、２１８、または２２０）を送信する。これらの応答フレームが他
の応答フレームと衝突しない場合、ＵＥは、ＤＷ－２の間に対応するノードを発見するこ
とになる。したがって、ＤＷ－１の間のおける応答フレーム同士の衝突により、ＵＥによ
るいくつかのノードの発見が、ＤＷ－１からＤＷ－２へと遅延される。したがって、衝突
は、ＮＡＮ内のノードのすべてを発見するためにＵＥが必要とする時間の量を増加させる
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原因となり得る。したがって、衝突の低減は、ＮＡＮ内のノードのすべてを発見するため
にＵＥが必要とする時間の量を低減し得る。
【００３６】
　[0042]図３は、ＵＥ３０２のレンジ３２２におけるＵＥ３０２とノード３１２、３１８
との間の通信の一例を示す略図３００である。レンジ３２２は、第１のエリア（たとえば
、「非隠れエリア（non-hidden area）」）と第２のエリア（たとえば、「隠れエリア（h
idden area）」）とに区分され得る（３２０）。第１のエリア（たとえば、「非隠れエリ
ア」）は、ＵＥ３０２に対する径方向距離しきい値内に位置し得る。このエリア内に位置
するノードは、互いの送信を検出し得、それによって互いの送信に従い得る。第２のエリ
ア（たとえば、「隠れエリア」）は、径方向距離しきい値を越えて位置し得る。このエリ
ア内に位置するノードは、互いの送信を検出し得ず、また互いの送信に従い得ない。図２
に示す例では、第１のエリア（たとえば、「非隠れエリア」）はノード３０６、３１０、
３１２を含み、第２のエリア（たとえば、「隠れエリア」）はノード３０４、３０８、３
１４、３１６、３１８を含む。本明細書の図に示されたノードの数は例示のために提示さ
れたものであり、本開示の範囲を限定することを意図するものではないことが、当業者に
は諒解されよう。また、レンジ３２２を２つ以上のエリア（たとえば、「非隠れエリア」
と「隠れエリア」）に区分することは任意であり、したがって、本明細書で提供する開示
のいずれの要件でもないことが、当業者には諒解されよう。したがって、本明細書で提供
する開示は、レンジ３２２を２つ以上のエリアに区分することに、いかなる形でも限定さ
れないものとする。
【００３７】
　[0043]第１の発見ウィンドウの間、ＵＥ３０２は、第１のエリア（たとえば、「非隠れ
エリア」）に位置するノード３１２にトリガフレーム３２４を送信する。トリガフレーム
３２４は、ノード３１２から応答フレーム３２６をトリガすることを目的とする。第２の
発見ウィンドウの間、ＵＥ３０２は、第２のエリア（たとえば、「隠れエリア」）に位置
するノード３１８にトリガフレーム３２８を送信する。トリガフレーム３２８は、ノード
３１８から応答フレーム３３０をトリガすることを目的とする。応答フレーム３２６およ
び応答フレーム３３０を異なる発見ウィンドウで受信することにより、応答フレーム３２
６と応答フレーム３３０との間の衝突の可能性は低減される。衝突の可能性を低減するこ
とは、ノード３１２およびノード３１８を発見するためにＵＥ３０２によって必要とされ
る時間の量を低減し得る。加えて、複数のノードが第２のエリア（たとえば、「隠れエリ
ア」）に位置する場合には、以下で説明するように、それらのノードによって送信された
応答フレームの間の衝突を低減するために、特定の技法が適用され得る。
【００３８】
　[0044]いくつかの構成では、トリガフレーム３２４は、信号強度に関係する基準（また
は第１のエリアと関連付けられる基準）を示す。その基準は、受信信号強度インジケータ
（ＲＳＳＩ）しきい値（たとえば、－７０ｄＢｍ）、距離しきい値（たとえば、径方向距
離しきい値）、またはリージョン（たとえば、ビーム形成セクタ、円形セクタ）であり得
る。トリガフレーム３２４を受信すると、ノード３１２は、トリガフレーム３２４がその
ノード３１２に宛てられているかどうかを決定する。ノード３１２は、トリガフレーム３
２４がその特定のノードに宛てられているかどうかを、トリガフレーム３２４に含められ
た信号強度（たとえば、ＲＳＳＩしきい値）に関係する基準に基づいて決定する。たとえ
ば、ノード３１２は、ノード３１２におけるＲＳＳＩをトリガフレーム３２４で示された
ＲＳＳＩしきい値と比較し得る。ノード３１２におけるＲＳＳＩが、トリガフレーム３２
４で示されたＲＳＳＩしきい値よりも大きい場合、ノード３１２は、トリガフレーム３２
４がノード３１２に宛てられていると決定し得る。したがって、基準（またはＲＳＳＩ）
は、基準がエリア内に位置するノードから応答をトリガすることを目的としているとき、
エリアと関連付けられ得る。上記の例を参照すると、ＲＳＳＩしきい値は非隠れエリア内
のノード３１２から応答をトリガすることを目的とするため、ＲＳＳＩしきい値は、非隠
れエリアと関連付けられる基準であり得る。非隠れエリアは基本的に、しきい値を超える
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ＲＳＳＩを有するロケーションを含む。ノード３１８はトリガフレーム３２４に含められ
たＲＳＳＩしきい値に基づいて応答しないため、ＲＳＳＩしきい値は、隠れエリアとは関
連付けられない。
【００３９】
　[0045]別の構成では、トリガフレーム３２４は、非隠れエリアと関連付けられるＲＳＳ
Ｉレンジ（たとえば、－３０ｄＢｍ～－７０ｄＢｍ）を含み得る。トリガフレーム３２４
を受信すると、ノード３１２は、ノード３１２におけるＲＳＳＩをトリガフレーム３２４
に示されたＲＳＳＩレンジと比較することによって、トリガフレーム３２４がそのノード
３１２に宛てられているかどうかを決定する。ノード３１２におけるＲＳＳＩが、トリガ
フレーム３２４で示されたＲＳＳＩレンジ内にある場合、ノード３１２は、トリガフレー
ム３２４がノード３１２に宛てられていると決定し得る。対照的に、ノード３１２におけ
るＲＳＳＩが、ＲＳＳＩレンジの外にある場合、ノード３１２は、トリガフレーム３２４
がノード３１２に宛てられていないと決定し得る。ＲＳＳＩしきい値は非隠れエリア内の
ノード３１２から応答をトリガすることを目的とするため、ＲＳＳＩレンジは、非隠れエ
リアと関連付けられる基準であり得る。ノード３１８はトリガフレーム３２４に含められ
たＲＳＳＩレンジに基づいて応答しないため、ＲＳＳＩしきい値は、隠れエリアとは関連
付けられない。
【００４０】
　[0046]トリガフレーム３２４がその特定のノードに宛てられているとノード３１２が決
定したとき、ノード３１２は応答フレーム３２６を送信する。ノード３１２は、ＣＳＭＡ
プロトコルに基づいて応答フレーム３２６を送信し得る。「非隠れエリア」に位置するノ
ードは互いを検知する（たとえば、「聴取する」）ことが可能となり得るため、それらの
それぞれの応答フレームの間の衝突の可能性は低くなる。
【００４１】
　[0047]いくつかの構成では、トリガフレーム３２８は、ＲＳＳＩしきい値を示さないか
、またはＲＳＳＩしきい値に対してヌル値を示す。トリガフレーム３２８を受信すると、
ノード３１８は、トリガフレーム３２８がそのノード３１８に宛てられているかどうかを
決定する。トリガフレーム３２８がＲＳＳＩしきい値を示さないかまたはＲＳＳＩしきい
値に対してヌル値を示すとき、ノード３１８は、トリガフレーム３２８がその特定のノー
ドに宛てられているかどうかを決定する。トリガフレーム３２８がノード３１８に宛てら
れているとノード３１８が決定したとき、ノード３１８は応答フレーム３３０を送信する
。一態様では、トリガフレーム３２８は、衝突緩和プロシージャを有効化すべきかどうか
を示し得る。
【００４２】
　[0048]別の態様では、トリガフレーム３２８は、隠れエリアと関連付けられるＲＳＳＩ
レンジ（たとえば、－７１ｄＢｍ～－９０ｄＢｍ）を含み得る。トリガフレーム３２８を
受信すると、ノード３１８は、ノード３１８におけるＲＳＳＩをＲＳＳＩレンジと比較す
ることによって、トリガフレーム３２８がノード３１８に宛てられているかどうかを決定
する。ノード３１８におけるＲＳＳＩが、トリガフレーム３２８で示されたＲＳＳＩレン
ジの外にある場合、トリガフレーム３２８はノード３１８に宛てられたものではない。他
の場合、トリガフレーム３２８は、ノード３１８に宛てられたものである。
【００４３】
　[0049]ノード３１８は、衝突緩和プロシージャに従って応答フレーム３３０を送信し得
る。ノード３１８が「隠れエリア」内に位置するため、衝突緩和プロシージャが利用され
得る。ノード３１８は「隠れエリア」内にあるため、ノード３１８は、ノード３１８から
十分離れて位置する他のノードを検知（たとえば、「聴取」）しないことがある。たとえ
ば、ノード３１８は、ノード３０４、３０８、３１４、および／または３１６を検知（た
とえば、「聴取」）することが可能でないことがある。衝突緩和プロシージャは、衝突の
可能性を低下させ、それによって、ＵＥ３０２のレンジ３２２内のノードのすべてを発見
するためにＵＥ３０２が必要とする時間の量を低減し得る。
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【００４４】
　[0050]いくつかの構成では、衝突緩和プロシージャは、応答フレームを送信するために
発見ウィンドウ内のランダムな開始時間を選択することを含み得る。たとえば、ノード３
１８は、応答フレーム３３０を送信するためにＣＳＭＡ開始時間をランダム化し得る。ノ
ード３１８が、応答フレーム３３０を送信するためにＣＳＭＡ開始時間をランダム化しな
い場合、ノード３１８は、トリガフレーム３２８を受信した直後に応答フレーム３３０を
送信し得る。たとえば、図２を参照すると、ノード３１８は、トリガフレーム２１２を受
信し、その直後に応答フレーム２１４を送信し得る。他のノード（たとえば、ノード３０
４、３０８、３１４、および／または３１６）もまた、トリガフレーム２１２（図２を参
照）を受信した直後に応答フレームを送信している場合、それらの応答フレームの間の衝
突の可能性は高くなる。しかしながら、ノード３１８が、応答フレーム３３０を送信する
ために、発見ウィンドウ内でランダムなＣＳＭＡ開始時間を選択する場合、応答フレーム
３３０と他のノード（たとえば、ノード３０４、３０８、３１４、および／または３１６
）からの他の応答フレームとの衝突の可能性は、他の場合よりも低くなる。
【００４５】
　[0051]いくつかの構成では、衝突緩和プロシージャは、応答フレーム３３０を送信する
ために送信要求／送信可（ＲＴＳ／ＣＴＳ）プロシージャを使用することを含み得る。ノ
ード３１８は、ＵＥ３０２に、ノード３１８が応答フレーム３３０を送信するための機会
を要求していることを示すＲＴＳメッセージを送り得る。ＲＴＳメッセージを受信した後
、ＵＥ３０２はその後、他のノード（たとえば、ノード３０４、３０８、３１４、および
／または３１６）がＣＴＳメッセージで示された期間の間に応答フレームを送信すること
を一時的に控えることを示すＣＴＳメッセージで応答し得る。応答フレームを送信するこ
とを一時的に控えることにより、応答フレーム３３０が他の応答フレーム（たとえば、さ
もなければノード３０４、３０８、３１４、および／または３１６によって送信される応
答フレーム）と衝突する可能性が低減される。
【００４６】
　[0052]いくつかの構成では、ＵＥ３０２は、ノード３１８に送信されるトリガフレーム
３２８内にフィードバック情報を含め得る。フィードバック情報は、ＵＥ３０２における
トラフィック負荷状態と関連付けられる情報を含み得る。ノード３１８は、そのフィード
バック情報を受信する。ノード３１８は、応答フレーム３３０の送信と関連付けられるパ
ラメータを調節するために、そのフィードバック情報を使用する。ノード３１８は、他の
ノードからの応答フレームの間の衝突の可能性を低減するために、送信パラメータを調節
し得る。
【００４７】
　[0053]たとえば、ＵＥ３０２は、ＵＥ３０２におけるトラフィック負荷および／または
衝突レートを決定し得る。ＵＥ３０２におけるトラフィック負荷および／または衝突レー
トがしきい値を超えた場合、ノード３１８が送信パラメータを調節するために、ＵＥ３０
２はトリガフレーム３２８内にフィードバック情報を含め得る。送信パラメータの一例が
「Ｋ」である。一般的に、ノード３１８は、応答フレーム３３０を送信するためにＫ個の
発見ウィンドウのうちから１つを選択する。したがって、応答フレーム３３０の送信の頻
度は、
【００４８】
【数１】
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【００４９】
である。パラメータ「Ｋ」を増加させることにより、応答フレーム３３０の送信の頻度は
減少する。パラメータ「Ｋ」を減少させることにより、応答フレーム３３０の送信の頻度
は増加する。パラメータ「Ｋ」は様々な方法で調節され得る。たとえば、フィードバック
情報は、ノード３１８が調節すべき特定のＫ値を推奨し得る。別の例として、フィードバ
ック情報は、ノード３１８が段階的に現在のＫ値を増加または減少させるアップまたはダ
ウンコマンドを含み得る。送信パラメータ「Ｋ」を調節することにより、応答フレームの
間の衝突の可能性が低下する。
【００５０】
　[0054]いくつかの他の構成では、フィードバック情報は、特定の時間期間中に応答フレ
ームを送信し得るノードのＭＡＣアドレスの範囲を示し得る。たとえば、フィードバック
情報は、最後の桁が数字のゼロ（０）で終わるＭＡＣアドレスを有するノードが、特定の
時間期間に応答フレームを送信し得ることを示し得る。ノード３１８が、数字のゼロ（０
）で終わるＭＡＣアドレスを有する場合、ノード３１８は応答フレーム３３０を送信し得
る。しかしながら、ノード３１８が、数字の１で終わるＭＡＣアドレスを有する場合、ノ
ード３１８は応答フレーム３３０を送信することを控え得る。応答フレームを送信するこ
とを許可されるノードの数を低減することにより、応答フレームの間の衝突の可能性が低
下する。
【００５１】
　[0055]いくつかの他の構成では、フィードバック情報はＲＳＳＩ値の範囲を示し得、そ
のＲＳＳＩ値の範囲内にあるＲＳＳＩ値を有するノードは、ある時間期間中に応答フレー
ムを送信し得る。たとえば、ノード３１８におけるＲＳＳＩ値が、フィードバック情報に
よって示されたＲＳＳＩ値の範囲内にある場合、ノード３１８は応答フレーム３３０を送
信し得る。しかしながら、ノード３１８におけるＲＳＳＩ値が、フィードバック情報によ
って示されたＲＳＳＩ値の範囲の外にある場合、ノード３１８は応答フレーム３３０を送
信することを控え得る。応答フレームを送信することを許可されるノードの数を低減する
ことにより、応答フレームの間の衝突の可能性が低下する。
【００５２】
　[0056]図４は、ＵＥ４０２とノードのクラスタとの間の様々な通信の一例を示す略図４
００である。まず、ＵＥ４０２はトリガフレーム４２４をノード４１２に送信する。トリ
ガフレーム４２４はＲＳＳＩしきい値を示し得る。ノード４１２におけるＲＳＳＩは、Ｒ
ＳＳＩしきい値よりも大きい。ノード４１２は、「非隠れエリア」の縁部上に位置してい
る。「非隠れエリア」の縁部上に位置するノードは、ＲＳＳＩしきい値を超える特定のパ
ーセンテージであるＲＳＳＩ値を有する。たとえば、ＲＳＳＩしきい値が－７０ｄＢｍで
ある場合、「非隠れエリア」の縁部上のノードは、ＲＳＳＩしきい値よりも最高で１０％
高いＲＳＳＩ値を有し得る。したがって、ＵＥ４０２は、－６３ｄＢｍ～－７０ｄＢｍの
範囲にあるＲＳＳＩ値を有するノードは「非隠れエリア」の縁部上に位置していると決定
し得る。
【００５３】
　[0057]一構成では、トリガフレーム４２４を受信したことに応答して、ノード４１２は
ＵＥ４０２に応答フレーム４２６を送信する。応答フレーム４２６は、ノード４１２の近
くに位置する１つまたは複数のノードのＩＤを含み得る。ノード４１２の一定の径方向距
離内に位置するすべてのノードは、ノード４１２の近くに位置すると見なされ得る。たと
えば、ノード４１４、４１６はノード４１２に対して一定の径方向距離内に位置するため
、ノード４１４、４１６は、ノード４１２の近くに位置すると見なされる。ノード４１２
は、「非隠れエリア」の縁部上に位置するため、ノード４１２の近くに位置するいくつか
のノードは、「隠れエリア」内に位置し得る。図２に示す例では、ノード４１４、４１６
は「隠れエリア」内に位置している。
【００５４】
　[0058]応答フレーム４２６を受信した後、ＵＥ４０２は、それから応答フレームが前に
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受信されているノード４１２の近くに位置するノードのＩＤを除外し得る。ＵＥ４０２は
次いで、トリガフレーム４２８内に、（応答フレームが前に受信されていない）ノード４
１４、４１６の残りのＩＤを含める。トリガフレーム４２８はノード４１４、４１６に送
信される。図４は、ＵＥ４０２からノード４１４に送信されているトリガフレーム４２８
を示す。図４には示されていないが、トリガフレーム４２８はまた同時にＵＥ４０２から
ノード４１６にも送信されることが、当業者には理解されよう。トリガフレーム４２８は
、ノード４１４、４１６のＩＤを含むため、ノード４１４、４１６はそれぞれ応答フレー
ムを送信する。図４は、ノード４１４からＵＥ４０２に送信されている応答フレーム４３
０を示す。図４には示されていないが、別の応答フレーム（図示せず）がまた同時にノー
ド４１６からＵＥ４０２に送信されることが、当業者には理解されよう。したがって、Ｕ
Ｅ４０２はノード４１４、４１６から応答フレームを受信する。
【００５５】
　[0059]トリガフレーム４２８は、ノード４１２の近くにあるノードのみのＩＤを含むた
め、応答フレームは、「隠れエリア」内に位置する他のノードによっては送信されない。
たとえば、応答フレームは、同様に「隠れエリア」内に位置するノード４０４、４０８、
４１８によっては送信されない。ある時間期間中に応答フレームを送信するノードの数を
制限することにより、衝突の可能性が低減される。
【００５６】
　[0060]ＵＥ４０２は、「非隠れエリア」内のノード（たとえば、ノード４１２、４０６
、４１０）のすべてから応答フレームを受信する。各応答フレームは、それらのノードの
ネイバー（たとえば、ノード４１２、４０６、４１０のネイバー）であるノードのＩＤを
示し得る。ＵＥ４０２は、どのノードが「非隠れエリア」の縁部上に位置するかを決定す
るために使用されるパラメータを調節し得る。たとえば、ＵＥ４０２は、すべてのＲＳＳ
Ｉの下位２０％にあるＲＳＳＩ値は「非隠れエリア」の縁部上に位置していると決定し得
る。
【００５７】
　[0061]「非隠れエリア」の縁部上のノードから受信された応答フレームの各々に対し、
ＵＥ４０２は、応答フレームが前に受信されなかったノードのＩＤを抽出し得、またＵＥ
４０２はその後、それらのノードのＩＤを有するトリガフレームを送信し得る。トリガフ
レーム内に含められたＩＤを有するノードは、ＣＳＭＡに基づいて応答フレームで応答す
る。応答フレームがそれ以上、受信されなくなると、ＵＥ４０２は、「非隠れエリア」の
縁部上のノードからＵＥ４０２によって受信された応答フレームのすべてが処理されるま
で、異なる応答フレームに対して上記で説明した手順を反復し得る。したがって、上記の
手順は、ノードの種々のクラスタが種々の時間に応答フレームを提供するのを促進し、そ
れによって、それらの応答フレームの間の衝突の可能性を低減する。
【００５８】
　[0062]別の構成では、トリガフレーム４２４を受信したことに応答して、ノード４１２
は、ノード４１２におけるＲＳＳＩがトリガフレーム４２４内のＲＳＳＩしきい値よりも
大きい（および／またはそれに等しい）場合、ＵＥ４０２に応答フレーム４２６を送信し
得る。応答フレーム４２６を受信した後、ＵＥ４０２はノード４１４にトリガフレーム４
２８を送信し得る。トリガフレーム４２８は、ノード４１２と関連付けられるＩＤと、第
２のＲＳＳＩしきい値とを含み得る。ノード４１４は、トリガフレーム４２８を受信し、
ノード４１４とノード４１２との間のＲＳＳＩが第２のＲＳＳＩしきい値よりも大きいか
どうかを決定し得る。ノード４１４とノード４１２との間のＲＳＳＩが第２のＲＳＳＩし
きい値よりも大きいかまたはそれに等しいとき、ノード４１４は、ＵＥ４０２に応答フレ
ーム４３０を送信し得る。しかしながら、ノード４１４とノード４１２との間のＲＳＳＩ
が第２のＲＳＳＩしきい値よりも小さいとき、ノード４１４は、応答することを控え得る
。ノード４１４は、ノード４１４とノード４１２との間のＲＳＳＩがトリガフレーム４２
８内の第２のＲＳＳＩしきい値よりも大きいかまたはそれに等しいとき、ノード４１４が
ノード４１２に近接していると決定し得る。ノード４１４は、ノード４１２によって送ら
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れた応答フレーム４２６またはノード４１２によって前に送られた任意のフレームに基づ
いて、ノード４１４とノード４１２との間のＲＳＳＩを測定し得る。
【００５９】
　[0063]図５は、ＵＥ５０２とＵＥ５０２に近接して位置するノードとの間の様々な通信
の一例を示す略図５００である。まず、ＵＥ５０２は、ＵＥ５０２に最も近接して位置す
るノード５１０にトリガフレーム５２２を送信する。ＵＥ５０２は、そのレンジ内のノー
ドのＲＳＳＩ値を比較することによって、そのレンジ内のどのノードがＵＥ５０２に最も
近接して位置するかを決定し得る。ＵＥ５０２に最も近接して位置するノードは、最も高
いＲＳＳＩ値を有する。図５に示す例では、ノード５１０におけるＲＳＳＩ値がＵＥ５０
２のレンジ内の他のすべてのノードにおけるＲＳＳＩ値よりも高いため、ノード５１０が
ＵＥ５０２に最も近接して位置している。
【００６０】
　[0064]トリガフレーム５２２は、ノード５１０がトリガフレーム５２２を受信するより
前に発見した他のノードのＩＤのリストをノード５１０が送信するための要求を含む。ト
リガフレーム５２２を受信したことに応答して、ノード５１０は、要求されたＩＤのリス
トを含んだ応答フレーム５２４を送信する。ノード５１０が、トリガフレーム５２２を受
信するより前にノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１８を発見したと仮定すると
、ノード５１０は、リスト内にノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１８のＩＤを
含む。ノード５１０は、応答フレーム５２４でＵＥ５０２にＩＤのリストを送信する。
【００６１】
　[0065]ＵＥ５０２は、ノード５１０からＩＤのリストを受信する。ＵＥ５０２は、ノー
ド５０４、５０８、５１４、５１６、５１８による応答フレームの送信のために、受信さ
れたＩＤのリストを使用して、発見ウィンドウの間にタイムスロットをスケジュールする
。ＵＥ５０２は、ノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１８がそれぞれの応答フレ
ームを同時に送信しないように、発見ウィンドウ内でタイムスロットをスケジュールする
。また、応答フレームのすべてが発見ウィンドウ内のスケジュールされたタイムスロット
に従って送信されるように、伝送媒体は十分な期間にわたって確保される。ＵＥ５０２が
ノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１８に対する応答フレームをスケジュールし
た後、ＵＥ５０２は、ノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１８にトリガフレーム
（図示せず）を送信する。ノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１８に送信された
トリガフレームは、ノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１８によって応答フレー
ムを送信するためのスケジュールを含む。ノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１
８は、発見ウィンドウ内のスケジュールされたタイムスロットにおいて、それらの応答フ
レームを送信する。ノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１８は、発見ウィンドウ
内の異なるタイムスロットにおいて、それらそれぞれの応答フレームを送信するため、衝
突の可能性が低減される。それらそれぞれの応答フレームの間の衝突の可能性を低減する
ことは、ノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１８を発見するためにＵＥ５０２に
よって必要とされる時間の量を低減し得る。
【００６２】
　[0066]ノード５０４、５０８、５１４、５１６、５１８がそれらそれぞれの応答フレー
ムを送信した後、ＵＥ５０２は、ＵＥ５０２に次に最も近接するノードにトリガフレーム
を送り得る。ＵＥ５０２に次に最も近接して位置するノードは、（ノード５１０における
ＲＳＳＩ値と比較して）次に最も高いＲＳＳＩ値を有するノードとなる。図５に示す例で
は、ＵＥ５０２に次に最も近接するノードはノード５０６である。ＵＥ５０２はトリガフ
レーム５２６をノード５０６に送信する。トリガフレーム５２６は、ノード５０６がトリ
ガフレーム５２６を受信するより前に発見した他のノードのＩＤのリストをノード５０６
が提供するための、ＵＥ５０２による要求を含む。トリガフレーム５２６を受信したこと
に応答して、ノード５０６はＵＥ５０２に応答フレーム５２８を送信する。応答フレーム
５２８は、ノード５０６の近くに位置する他のノードのＩＤのリストを含む。ノード５１
０に関して上記で説明した同様の特徴が、ノード５０６に当てはめられ得、したがって繰
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り返し説明されない。しかしながら、ＵＥ５０２は、前の発見ウィンドウの間に応答フレ
ームを前に送信したノードのいかなる応答フレームに対しても、タイムスロットをスケジ
ュールしない。ＵＥは、最も近接するノードの上位Ｘ個または上位Ｘパーセントの各々に
対して、上記で説明した手順を繰り返し得る。
【００６３】
　[0067]図６は、ＵＥ６０２と円形の種々のセクタ（本明細書では「円形セクタ」と呼ば
れることもある）に位置する様々なノードとの間の様々な通信の一例を示す略図６００で
ある。いくつかの構成では、ＵＥ６０２のレンジ６２０は、２つ以上の円形セクタに区分
され得る。図６に示す例では、ＵＥ６０２のレンジ６２０は、６つの円形セクタに区分さ
れている。各円形セクタは、ＵＥ６０２のレンジ６２０のほぼ６０°をカバーしている。
しかしながら、セクタのサイズは、様々な要素に基づいて調節され得る。たとえば、図６
を参照すると、セクタ４は最大数のノードを有しているため、セクタ４のサイズは増大さ
れ得る。したがって、各円形セクタは必ずしも同じサイズでなければならないとは限らな
いことが当業者には理解されよう。
【００６４】
　[0068]いくつかの構成では、トリガフレームはＵＥ６０２のロケーションを示す。トリ
ガフレームはまた、ＵＥ６０２のロケーションに対するノードのロケーションに基づいて
、そのレンジ６２０内のノードから応答フレームを受信するためのタイムスロットを示し
得る。たとえば、ＵＥ６０２はトリガフレーム６２２をノード６０６および６０８に送信
する。トリガフレーム６２２に含められたロケーション情報に基づいて、ノード６０６は
、ノード６０６がセクタ２に位置すると決定し、ノード６０８はノード６０８がセクタ３
に位置すると決定する。トリガフレーム６２２は、セクタ２に位置するノード（たとえば
、ノード６０６）がそれらの応答フレーム（たとえば、応答フレーム６２４）を時間ｘに
送信するようにスケジュールされており、セクタ３に位置するノード（たとえば、ノード
６０８）がそれらの応答フレーム（たとえば、応答フレーム６２６）を時間ｙに送信する
ようにスケジュールされていることを示し、ここでｘ≠ｙである。ノード６０６は応答フ
レーム６２４を時間ｘに送信する。ノード６０８は応答フレーム６２６を時間ｙに送信す
る。したがって、応答フレーム６２４は、ＵＥ６０２のロケーションに対するノード６０
６のロケーションに基づいた時間に送信される。同様に、応答フレーム６２６は、ＵＥ６
０２のロケーションに対するノード６０８のロケーションに基づいた時間に送信される。
応答フレーム６２４、６２６は異なる時間に送信されるため、それらの応答フレームの間
の衝突の可能性が低減され、それによって、それらのノードを発見するためにＵＥ６０２
が必要とする時間の量が低減される。セクタ２および３に関して上記で説明した同様の手
順が、セクタ１、４、５、および６に関しても実施され得、したがって繰り返し説明され
ない。
【００６５】
　[0069]図７は、ＵＥ７０２と種々のビーム形成セクタ内に位置する様々なノードとの間
の様々な通信の一例を示す略図７００である。いくつかの構成では、ＵＥ７０２は、複数
のアンテナを有する。複数のアンテナを有することにより、ＵＥ７０２は、１つ以上のビ
ームを形成することが可能である。各ビームは、本明細書では「ビーム形成セクタ」と呼
ばれることもあるエリアをカバーし得る。図７に示した例に示すように、ＵＥ７０２は、
ビーム形成セクタ７２２、７２４、７２６、７２８、７３０、７３２に対応する６つの異
なるビームを形成する。しかしながら、本開示の範囲から逸脱することなく任意の数のビ
ームが形成され得るよりも、当業者には理解されよう。
【００６６】
　[0070]ＵＥ７０２は、ノード７０６を含むビーム形成セクタ７２２内に位置するノード
に、トリガフレーム７３４を送信する。いくつかの構成では、ＵＥ７０２は、単一のアン
テナ（すなわち、非ビーム形成）を使用してトリガフレーム７３４のプリアンブルを送信
する。単一のアンテナはカバレージエリア７２０を有し得る。ＵＥ７０２は、複数のアン
テナ（すなわち、ビーム形成）を使用してトリガフレーム７３４の残りの部分を送信する
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。ノード７０６は、トリガフレーム７３４のビーム形成部分のＲＳＳＩ値が、トリガフレ
ーム７３４のＲＳＳＩ値非ビーム形成プリアンブルよりも大きいとき、ノード７０６がビ
ーム形成セクタ７２２内にあると決定し得る。
【００６７】
　[0071]トリガフレーム７３４を受信したことに応答して、ノード７０６はＵＥ７０２に
応答フレーム７３６を送信する。したがって、応答フレーム７３６は、ビーム形成セクタ
７２２内にあるノード７０６のロケーションに基づいた時間に送信される。ＵＥ７０２は
また、同様にビーム形成セクタ７２２内に位置し得る他のノード（図示せず）から応答フ
レームを受信し得る。
【００６８】
　[0072]ビーム形成セクタ７２２内に位置するすべてのノードからの応答フレームがＵＥ
７０２によって受信された後、ＵＥ７０２は、ノード７０８を含むビーム形成セクタ７２
４内に位置するすべてのノードにトリガフレーム７３８を送信する。トリガフレーム７３
８を受信したことに応答して、ノード７０８はＵＥ７０２に応答フレーム７４０を送信す
る。したがって、応答フレーム７４０は、ビーム形成セクタ７２４内にあるノード７０８
のロケーションに基づいた時間に送信される。ＵＥ７０２はまた、同様にビーム形成セク
タ７２４内に位置し得る他のノード（図示せず）から応答フレームを受信し得る。応答フ
レーム７３６、７４０は異なる時間に送信されるため、それらの応答フレームの間の衝突
の可能性が低減され、それによって、それらのノードを発見するためにＵＥ７０２が必要
とする時間の量が低減される。ビーム形成セクタ７２２、７２４に関して上記で説明した
同様の手順が、ビーム形成セクタ７２６、７２８、７３０、７３２に関しても実施され得
、したがって繰り返し説明されない。
【００６９】
　[0073]図８は、ＵＥ８０２と様々なサービング優先度ランク（ＳＰＲ）を有するノード
との間の様々な通信の一例を示す略図８００である。ノードのＳＰＲは、要求されたサー
ビスを提供しようとするそのノードの意欲に対応し得る。第１のノードが、より長いバッ
テリー寿命、より低い移動性、および／または提供されたサービスと要求されたサービス
とのより緊密な整合性を有するとき、第１のノードは、第２のノードと比べてより高いＳ
ＰＲを有し得る。いくつかの構成では、ＵＥ８０２のレンジ８２０は、「非隠れエリア」
と「隠れエリア」とに区分（８１８）され得る。しかしながら、上記に示したように、Ｕ
Ｅ８０２のレンジ８２０を２つ以上のエリア（たとえば、「非隠れエリア」と「隠れエリ
ア」）に区分することは任意であり、したがって、本明細書で提供するいかなる開示をも
限定するものではない。
【００７０】
　[0074]いくつかの構成では、ＵＥ８０２はトリガフレーム８２２をノード８１４に送信
する。図８に示す例では、ノード８１４は「非隠れエリア」内に位置している。トリガフ
レーム８２２を受信すると、ノード８１４は、それ自体のＳＰＲを、近くに位置する他の
ノードのＳＰＲと比較し得る。たとえば、ノード８１４はＳＰＲ＝ｘを有し得、ノード８
１４の近くに位置するノード８１２はＳＰＲ＞ｘを有し得る。ノード８１４のＳＰＲは、
ノード８１４の近くに位置する別のノードのＳＰＲよりも低いため、ノード８１４は、Ｕ
Ｅ８０２に応答フレーム８２４を送信することを控え得る。応答フレーム８２４を送信す
ることを控えることにより、ノード８１４は、ノード８１２がノード８１４からの応答フ
レーム８２４と衝突することなくそれ自体の応答フレーム（図示せず）を送信する機会を
提供する。追加または代替として、近くのノード（たとえば、ノード８１２）がノード８
１４のＳＰＲよりも高いＳＰＲを有していることをノード８１４が検知したとき、ノード
８１４は、応答フレーム８２４の送信を停止するかまたはその送信の速度を減速し得る。
たとえば、ノード８１４は、近くのノード８１２がノード８１４のＳＰＲよりも高いＳＰ
Ｒを有していることを、ノード８１４によってノード８１２から前に受信された応答フレ
ーム（図示せず）に基づいて検知し得る。
【００７１】



(21) JP 6301491 B2 2018.3.28

10

20

30

40

50

　[0075]いくつかの構成では、ＵＥ８０２はトリガフレーム８２６をノード８１６に送信
する。図８に示す例では、ノード８１６は「隠れエリア」内に位置している。トリガフレ
ーム８２６は、「非隠れエリア」内のノードのＳＰＲのすべての中で最も高いＳＰＲを示
し得る。ノード８１６のＳＰＲが、トリガフレーム８２６で示された最も高いＳＰＲより
も高い場合、ノード８１６は、ＵＥ８０２に応答フレーム８２８を送信する。たとえば、
ノード８１６のＳＰＲはｙである。ｙの値が、「隠れエリア」内の別のノード（たとえば
、ノード８０６）のＳＰＲよりも大きい場合、ノード８１６はＵＥ８０２に応答フレーム
８２８を送信する。しかしながら、ｙの値が他のノード（たとえば、ノード８０６）のＳ
ＰＲよりも小さいかまたはそれに等しい場合、ノード８１６はＵＥ８０２に応答フレーム
８２８を送信することを控える。ＵＥ８０２に応答フレームを送信することを許可される
、「隠れエリア」内のノードの数を制限することにより、衝突の可能性が低減され、それ
によって、レンジ８２０内のノードを発見するためにＵＥ８０２が必要とする時間の量が
低減される。
【００７２】
　[0076]図９は、ワイヤレス通信の第１の方法のフローチャート９００である。この方法
は、ＵＥによって実施され得る。ステップ９０２において、ＵＥは、第１のエリアと関連
付けられる第１の基準を含んだ第１のトリガフレームを送信する。このトリガフレームは
、第１のエリア内の第１のノードから第１の応答フレームをトリガすることを目的とする
。たとえば、図３を参照すると、ＵＥ３０２は、ＲＳＳＩしきい値を有するトリガフレー
ム３２４を送信しており、トリガフレーム３２４は、「非隠れエリア」内に位置するノー
ド３１２から応答フレーム３２６をトリガすることを目的としている。
【００７３】
　[0077]一構成では、ステップ９０４において、ＵＥは第１のノードから第１の応答フレ
ームを受信し得る。この第１の応答フレームは、第１のノードの近くに位置する１つまた
は複数の他のノードの識別子を含み得る。たとえば、図４を参照すると、ＵＥ４０２は応
答フレーム４２６を受信している。応答フレーム４２６は、ノード４１２の近くに位置す
るノード４１４、４１６のＩＤを含む。
【００７４】
　[0078]別の構成では、ステップ９０６において、第１のノードにおけるＲＳＳＩがＲＳ
ＳＩしきい値よりも大きいとき、ＵＥは、非隠れエリア内の第１のノードからリストを受
信し得る。たとえば、図５を参照すると、ノード５１０におけるＲＳＳＩがＲＳＳＩしき
い値よりも大きいため、ＵＥ５０２は、「非隠れエリア」内のノード５１０から、リスト
を含んだ応答フレーム５２４を受信する。ステップ９０８において、ＵＥは、受信された
リストを使用して、第２のノードによる第２の応答フレームの送信のためにタイムスロッ
トをスケジュールする。たとえば、図５を参照すると、ＵＥ５０２は、受信されたリスト
を使用して、ノード５０４、５０８、５１４、５１６、および／または５１８からの応答
フレームの送信のためにタイムスロットをスケジュールする。
【００７５】
　[0079]また別の構成では、ステップ９１０において、第１のノードにおけるＲＳＳＩが
第１の基準よりも大きく、第１の基準がＲＳＳＩしきい値であるとき、ＵＥは、第１のノ
ードから第１の応答フレームを受信し得る。たとえば、図４を参照すると、ノード４１２
におけるＲＳＳＩがトリガフレーム４２４に含められたＲＳＳＩしきい値よりも大きいと
き、ＵＥ４０２は、ノード４１２から応答フレーム４２６を受信する。
【００７６】
　[0080]ステップ９１２において、ＵＥは、第２のエリアと関連付けられる第２の基準を
含んだ第２のトリガフレームを送信し得、その第２のトリガフレームは、第２のエリア内
の第２のノードから第２の応答フレームをトリガすることを目的とし得る。たとえば、図
３を参照すると、ＵＥ３０２は、「隠れ」エリアと関連付けられるＲＳＳＩしきい値を含
んだトリガフレーム３２８を送信しており、トリガフレーム３２４は、「隠れエリア」内
に位置するノード３１８から応答フレーム３３０をトリガすることを目的としている。



(22) JP 6301491 B2 2018.3.28

10

20

30

40

50

【００７７】
　[0081]いくつかの構成では、ＵＥは、第２のトリガフレーム（たとえば、トリガフレー
ム４２８）内に１つまたは複数の他のノード（たとえば、ノード４１４）の識別子を含め
る。ステップ９１４において、ＵＥは、１つまたは複数の他のノードから応答フレームを
受信する。たとえば、図４を参照すると、ＵＥ４０２はノード４１４から応答フレーム４
３０を受信している。
【００７８】
　[0082]別の構成では、第２のトリガフレームは、第１のノードと関連付けられるＩＤと
第２のＲＳＳＩしきい値とを含み得る。この構成では、ステップ９１６において、第２の
ノードと第１のノードとの間の第２のＲＳＳＩが第２のトリガフレームで送信された第２
のＲＳＳＩしきい値よりも大きいかまたはそれに等しいとき、ＵＥは、第２のノードから
第２の応答フレームを受信し得る。第２のＲＳＳＩしきい値は第２の基準であり得る。た
とえば、図４を参照すると、ノード４１４とノード４１２との間のＲＳＳＩがトリガフレ
ーム４２８で送信されたＲＳＳＩしきい値よりも大きいかまたはそれに等しいとき、ＵＥ
４０２は、ノード４１４から応答フレーム４３０を受信し得る。
【００７９】
　[0083]図１０は、ワイヤレス通信の第２の方法のフローチャート１０００である。この
方法は、ＵＥによって実施され得る。ステップ１００２において、ＵＥは、あるエリアと
関連付けられる基準を含んだトリガフレームを受信し得る。たとえば、図３を参照すると
、ノード３１８は、隠れエリアと関連付けられるＲＳＳＩしきい値を有するトリガフレー
ム３２８を受信する。
【００８０】
　[0084]ステップ１００４において、ＵＥは、トリガフレームがそのＵＥに宛てられてい
るかどうかを、トリガフレーム内の基準に基づいて決定し得る。たとえば、図３を参照す
ると、ノード３１２におけるＲＳＳＩがトリガフレーム３２４に含められたＲＳＳＩしき
い値よりも大きいかまたはそれに等しいとき、ノード３１２は、トリガフレーム３２４が
ノード３１２に宛てられていると決定する。別の例では、トリガフレーム３２８がＲＳＳ
Ｉしきい値を示さないかまたはＲＳＳＩしきい値に対してヌル値を示すとき、ノード３１
８は、トリガフレーム３２８がノード３１８に宛てられていると決定する。
【００８１】
　[0085]いくつかの構成では、ステップ１００６において、ＵＥは、トラフィック負荷状
態と関連付けられるフィードバック情報を受信し得る。たとえば、図３を参照すると、ノ
ード３１８は、ＵＥ３０２におけるトラフィック負荷状態と関連付けられるフィードバッ
ク情報を、トリガフレーム３２８で受信する。ステップ１００８において、ＵＥは、その
フィードバック情報を使用して、応答フレームの送信と関連付けられるパラメータを調節
し得る。たとえば、図３を参照すると、ノード３１８は、トリガフレーム３２８に含めら
れたフィードバック情報を使用して、応答フレーム３３０の送信と関連付けられるパラメ
ータを調節する。たとえば、ノード３１８は、負荷または衝突レートがノード３０２にお
いて高い場合、送信確率または周波数パラメータを低減し得る。
【００８２】
　[0086]ステップ１０１０において、トリガフレームがＵＥに宛てられているとき、ＵＥ
は応答フレームを送信し得る。たとえば、図３を参照すると、トリガフレーム３２８がノ
ード３１８に宛てられているとき、ノード３１８は応答フレーム３３０を送信する。
【００８３】
　[0087]図１１は、図１のワイヤレス通信システム内で発見を実施し得るワイヤレスデバ
イスの例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１１０２は、本明細書で説明
される様々な方法を実施するように構成され得るデバイスの一例である。たとえば、ワイ
ヤレスデバイス１１０２は、ＵＥ１１２、１１４、１１６、および１１８のうちの１つを
備え得る。
【００８４】
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　[0088]ワイヤレスデバイス１１０２は、ワイヤレスデバイス１１０２の動作を制御する
プロセッサ１１０４を含み得る。プロセッサ１１０４はまた、中央処理ユニット（ＣＰＵ
）とも呼ばれ得る。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と
の両方を含み得るメモリ１１０６は、命令とデータとをプロセッサ１１０４に提供し得る
。メモリ１１０６の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含み得
る。プロセッサ１１０４は、通常、メモリ１１０６内に記憶されたプログラム命令に基づ
いて論理演算と算術演算とを実施する。メモリ１１０６内の命令は、本明細書で説明する
方法を実施するために（たとえば、プロセッサ１１０４によって）実行可能であり得る。
【００８５】
　[0089]プロセッサ１１０４は、１つまたは複数のプロセッサにより実装された処理シス
テムを備えてよく、またはその処理システムのコンポーネントであってよい。１つまたは
複数のプロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プ
ロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマ
ブル論理デバイス（ＰＬＤ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア
コンポーネント、専用ハードウェア有限状態機械、または情報の計算もしくは他の操作を
実行することができる任意の他の適切なエンティティの任意の組合せにより実装され得る
。
【００８６】
　[0090]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体も含み得る。ソフ
トウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウ
ェア記述言語、または他の用語のいずれで呼ばれるかにかかわらず、任意のタイプの命令
を意味するものとして広範に解釈されるべきである。命令は、（たとえば、ソースコード
フォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、または任意
の他の適切なコードのフォーマットの）コードを含み得る。命令は、１つまたは複数のプ
ロセッサによって実行されたとき、処理システムに、本明細書で説明される様々な機能を
実施させる。
【００８７】
　[0091]ワイヤレスデバイス１１０２はまた、ワイヤレスデバイス１１０２とリモートデ
バイスとの間のデータの送信と受信とを可能にするために、送信機１１１０および／また
は受信機１１１２を含み得るハウジング１１０８を含み得る。送信機１１１０および受信
機１１１２は、トランシーバ１１１４内に組み込まれ得る。アンテナ１１１６は、ハウジ
ング１１０８に取り付けられ、トランシーバ１１１４に電気的に結合され得る。ワイヤレ
スデバイス１１０２はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および
／または複数のアンテナを含み得る（図示されず）。
【００８８】
　[0092]ワイヤレスデバイス１１０２はまた、トランシーバ１１１４または受信機１１１
２によって受信された信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出
器１１１８を含み得る。信号検出器１１１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャ
リアごとのエネルギー、電力スペクトル密度および他の信号などの信号を検出し得る。ワ
イヤレスデバイス１１０２はまた、信号の処理に使用するためのデジタル信号プロセッサ
（ＤＳＰ）１１２０を含み得る。ＤＳＰ１１２０は、送信のためのパケットを生成するた
めに構成され得る。いくつかの態様では、パケットは、物理層データユニット（ＰＰＤＵ
）を備え得る。
【００８９】
　[0093]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス１１０２はさらに、ユーザインターフ
ェース１１２２を備え得る。ユーザインターフェース１１２２は、キーパッド、マイクロ
ホン、スピーカー、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース１
１２２は、ワイヤレスデバイス１１０２のユーザに情報を伝達するおよび／またはユーザ
からの入力を受信する、任意の要素または構成要素を含み得る。
【００９０】
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　[0094]ワイヤレスデバイス１１０２がＵＥ（たとえば、ＵＥ１１４）として実装される
とき、ワイヤレスデバイス１１０２はまた、発見／スケジューリングモジュール１１２４
を備え得る。一構成では、発見／スケジューリングモジュール１１２４は、第１のエリア
と関連付けられる第１の基準を含む第１のトリガフレームを送信するように構成され得る
。第１のトリガフレームは、第１のエリア内の第１のノードから第１の応答フレームをト
リガすることを目的とし得る。発見／スケジューリングモジュール１１２４は、第２のエ
リアと関連付けられる第２の基準を含む第２のトリガフレームを送信するように構成され
得る。第２のトリガフレームは、第２のエリア内の第２のノードから第２の応答フレーム
をトリガすることを目的とし得る。一態様では、第１のエリアは、ワイヤレスデバイス１
１０２に対して径方向距離しきい値内に位置し得、第２のエリアは、径方向距離しきい値
を越えて位置し得る。別の態様では、第１のトリガフレームはＲＳＳＩしきい値を示し得
る。第２のトリガフレームは、ＲＳＳＩしきい値を示さなくてもよく、またはＲＳＳＩし
きい値に対してヌル値を示してもよい。別の態様では、第１のトリガフレームは第１のＲ
ＳＳＩレンジを示し得る。第１のトリガフレームは、第１のＲＳＳＩレンジに基づいて、
第１のエリア内の第１のノードから第１の応答フレームをトリガすることを目的とし得る
。第２のトリガフレームは第２のＲＳＳＩレンジを示し得る。第２のトリガフレームは、
第２のＲＳＳＩレンジに基づいて、第２のエリア内の第２のノードから第２の応答フレー
ムをトリガすることを目的とし得る。別の態様では、第２のトリガフレームは、ワイヤレ
スデバイス１１０２におけるトラフィック負荷状態と関連付けられるフィードバック情報
を含み得る。別の態様では、第１のトリガフレームはＲＳＳＩしきい値を示し得る。この
態様では、発見／スケジューリングモジュール１１２４は、第１のノードから第１の応答
フレームを受信するように構成され得、第１の応答フレームは、第１のノードの近くに位
置する１つまたは複数の他のノードの識別子を含み得る。第１のノードにおけるＲＳＳＩ
は、ＲＳＳＩしきい値よりも大きくなり得、第２のトリガフレームは、１つまたは複数の
他のノードの各々の識別子とともに送信され得る。発見／スケジューリングモジュール１
１２４は、１つまたは複数の他のノードから応答フレームを受信するように構成され得る
。別の態様では、発見／スケジューリングモジュール１１２４は、第１のノードにおける
第１のＲＳＳＩが第１の基準よりも大きいときに第１のノードから第１の応答フレームを
受信するように構成され得る。第１の基準は第１のＲＳＳＩしきい値であり得、第２のト
リガフレームは、第１のノードと関連付けられる識別子とともに、また第２のＲＳＳＩし
きい値とともに送信され得る。この態様では、発見／スケジューリングモジュール１１２
４は、第２のノードと第１のノードとの間の第２のＲＳＳＩが第２のトリガフレームで送
信された第２のＲＳＳＩしきい値よりも大きいかまたはそれに等しいときに第２のノード
から第２の応答フレームを受信するように構成され得る。別の構成では、発見／スケジュ
ーリングモジュール１１２４は、第１のノードにおけるＲＳＳＩがＲＳＳＩしきい値より
も大きいときに第１のエリア内の第１のノードからリストを受信するように構成され得る
。このリストは、第１のノードによって前に発見された１つまたは複数の他のノードの識
別子を含み得る。第２のノードは、それらの１つまたは複数の他のノードのうちの１つで
あり得る。発見／スケジューリングモジュール１１２４は、受信されたリストを使用して
、第２のノードによる第２の応答フレームの送信のためにタイムスロットをスケジュール
するように構成され得る。別の態様では、第１のエリアは第１の円形セクタであり得、第
２のエリアは、第１の円形セクタとは異なる第２の円形セクタであり得る。別の態様では
、第１および第２のトリガフレームは、ワイヤレスデバイス１１０２のロケーションに対
応する情報を含み得る。第１のトリガフレームは、ワイヤレスデバイス１１０２のロケー
ションに対する第１のノードのロケーションに基づいて、第１の応答フレームを受信する
ための第１のタイムスロットを示し得る。第２のトリガフレームは、ワイヤレスデバイス
１１０２のロケーションに対する第２のノードのロケーションに基づいて、第２の応答フ
レームを受信するための第２のタイムスロットを示し得る。別の態様では、第１のエリア
は第１のビーム形成セクタであり得、第２のエリアは、第１のビーム形成セクタとは異な
る第２のビーム形成セクタであり得る。別の態様では、第１のトリガフレームは、第１の
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時間に、第１のビーム形成セクタに位置する第１のノードに送信され得る。第２のトリガ
フレームは、第１の時間とは異なる第２の時間に、第２のビーム形成セクタに位置する第
２のノードに送信され得る。
【００９１】
　[0095]別の構成では、発見／スケジューリングモジュール１１２４は、あるエリアと関
連付けられる基準を含むトリガフレームを受信するように構成され得る。発見／スケジュ
ーリングモジュール１１２４は、トリガフレームがワイヤレスデバイス１１０２に宛てら
れているかどうかをトリガフレーム内の基準に基づいて決定するように構成され得る。発
見／スケジューリングモジュール１１２４は、トリガフレームがワイヤレスデバイス１１
０２に宛てられているときに応答フレームを送信するように構成され得る。ある態様では
、基準はＲＳＳＩしきい値であり得る。別の態様では、トリガフレームは、衝突緩和プロ
シージャを有効化するかどうかを示し得、応答フレームの送信は、その衝突緩和プロシー
ジャに従い得る。この態様では、衝突緩和プロシージャに従う送信は、応答フレームを送
信するための発見ウィンドウ内のランダムな開始時間の選択および応答フレームを送信す
るためのＲＴＳ／ＣＴＳプロシージャの実装の少なくとも一方を含み得る。別の態様では
、発見／スケジューリングモジュール１１２４は、トラフィック負荷状態と関連付けられ
るフィードバック情報を受信するように構成され得る。発見／スケジューリングモジュー
ル１１２４は、そのフィードバック情報を使用して、応答フレームの送信と関連付けられ
るパラメータを調節するように構成され得る。一態様では、応答フレームは、トリガフレ
ームの送信機のロケーションに対するワイヤレスデバイス１１０２のロケーションに基づ
いた時間に送信され得る。別の態様では、応答フレームは、ビーム形成セクタ内のワイヤ
レスデバイス１１０２のロケーションに基づいた時間に送信され得る。また別の態様では
、発見／スケジューリングモジュール１１２４は、ワイヤレスデバイス１１０２のサービ
ング優先度ランクが、ワイヤレスデバイス１１０２によって受信された応答フレームを前
に送った近隣ノードのサービング優先度ランクよりも低いときに、応答フレームを送信す
ることを控えるように構成され得る。
【００９２】
　[0096]図１２は、発見を実施するための例示的なワイヤレス通信デバイス１２００の機
能ブロック図である。ワイヤレス通信デバイス１２００は、受信機１２０５と、処理シス
テム１２１０と、送信機１２１５とを含み得る。処理システム１２１０は発見／スケジュ
ーリングモジュール１２２４を含み得る。
【００９３】
　[0097]一構成では、処理システム１２１０、発見／スケジューリングモジュール１２２
４、および／または送信機１２１５は、第１のエリアと関連付けられる第１の基準を含み
得る第１のトリガフレームを送信するように構成され得る。第１のトリガフレームは、第
１のエリア内の第１のノードから第１の応答フレームをトリガすることを目的とし得る。
処理システム１２１０、発見／スケジューリングモジュール１２２４、および／または送
信機１２１５は、第２のエリアと関連付けられる第２の基準を含み得る第２のトリガフレ
ームを送信するように構成され得る。第２のトリガフレームは、第２のエリア内の第２の
ノードから第２の応答フレームをトリガすることを目的とし得る。一態様では、第１のエ
リアは、ワイヤレスデバイス１２００に対して径方向距離しきい値内に位置し得、第２の
エリアは、径方向距離しきい値を越えて位置し得る。別の態様では、第１のトリガフレー
ムはＲＳＳＩしきい値を示し得、第２のトリガフレームは、ＲＳＳＩしきい値を示さなく
てもよく、またはＲＳＳＩしきい値に対してヌル値を示してもよい。一態様では、第１の
トリガフレームはＲＳＳＩレンジを示し得る。第１のトリガフレームは、第１のＲＳＳＩ
レンジに基づいて、第１のエリア内の第１のノードから第１の応答フレームをトリガする
ことを目的とし得る。第２のトリガフレームは第２のＲＳＳＩレンジを示し得る。第２の
トリガフレームは、第２のＲＳＳＩレンジに基づいて、第２のエリア内の第２のノードか
ら第２の応答フレームをトリガすることを目的とし得る。一態様では、第２のトリガフレ
ームは、ワイヤレスデバイス１２００におけるトラフィック負荷状態と関連付けられるフ
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ィードバック情報を含み得る。別の態様では、第１のトリガフレームはＲＳＳＩしきい値
を示し得、処理システム１２１０、発見／スケジューリングモジュール１２２４、および
／または受信機１２０５は、第１のノードから第１の応答フレームを受信するように構成
され得る。この第１の応答フレームは、第１のノードの近くに位置する１つまたは複数の
他のノードの識別子を含み得る。第１のノードにおけるＲＳＳＩは、ＲＳＳＩしきい値よ
りも大きくなり得、第２のトリガフレームは、１つまたは複数の他のノードの各々の識別
子とともに送信され得る。この態様では、処理システム１２１０、発見／スケジューリン
グモジュール１２２４、および／または受信機１２０５は、１つまたは複数の他のノード
から応答フレームを受信するように構成され得る。別の態様では、処理システム１２１０
、発見／スケジューリングモジュール１２２４、および／または受信機１２０５は、第１
のノードにおけるＲＳＳＩが第１の基準よりも大きくなり得るときに第１のノードから第
１の応答フレームを受信するように構成され得る。第１の基準は第１のＲＳＳＩしきい値
であり得、第２のトリガフレームは、第１のノードと関連付けられる識別子とともに、ま
た第２のＲＳＳＩしきい値とともに送信され得る。処理システム１２１０、発見／スケジ
ューリングモジュール１２２４、および／または受信機１２０５は、第２のノードと第１
のノードとの間の第２のＲＳＳＩが第２のトリガフレームで送信された第２のＲＳＳＩし
きい値よりも大きいかまたはそれに等しいときに第２のノードから第２の応答フレームを
受信するように構成され得る。処理システム１２１０、発見／スケジューリングモジュー
ル１２２４、および／または受信機１２０５は、第１のノードにおけるＲＳＳＩがＲＳＳ
Ｉしきい値よりも大きいときに第１のエリア内の第１のノードからリストを受信するよう
に構成され得る。このリストは、第１のノードによって前に発見された１つまたは複数の
他のノードの識別子を含み得る。第２のノードは、それらの１つまたは複数の他のノード
のうちの１つであり得る。この態様では、処理システム１２１０および／または発見／ス
ケジューリングモジュール１２２４は、受信されたリストを使用して、第２のノードによ
る第２の応答フレームの送信のためにタイムスロットをスケジュールするように構成され
得る。一態様では、第１のエリアは第１の円形セクタであり得、第２のエリアは、第１の
円形セクタとは異なる第２の円形セクタであり得る。別の態様では、第１および第２のト
リガフレームは、ワイヤレス通信デバイス１２００のロケーションに対応する情報を含み
得る。この態様では、第１のトリガフレームは、ワイヤレスデバイス１２００のロケーシ
ョンに対する第１のノードのロケーションに基づいて、第１の応答フレームを受信するた
めの第１のタイムスロットを示し得る。第２のトリガフレームは、ワイヤレスデバイス１
２００のロケーションに対する第２のノードのロケーションに基づいて、第２の応答フレ
ームを受信するための第２のタイムスロットを示し得る。別の態様では、第１のエリアは
第１のビーム形成セクタであり得、第２のエリアは、第１のビーム形成セクタとは異なる
第２のビーム形成セクタであり得る。別の態様では、第１のトリガフレームは、第１の時
間に、第１のビーム形成セクタに位置する第１のノードに送信され得る。第２のトリガフ
レームは、第１の時間とは異なる第２の時間に、第２のビーム形成セクタに位置する第２
のノードに送信され得る。
【００９４】
　[0098]この構成では、受信機１２０５、処理システム１２１０、発見／スケジューリン
グモジュール１２２４、および／または送信機１２１５は、図９のブロック９０２、９０
４、９０６、９０８、９１０、９１２、９１４、および９１６に関して上記で説明した１
つまたは複数の機能を実施するように構成され得る。受信機１２０５は、受信機１１１２
に対応することができる。処理システム１２１０は、プロセッサ１１０４に対応し得る。
送信機１２１５は、送信機１１１０に対応し得る。発見／スケジューリングモジュール１
２２４は、発見／スケジューリングモジュール１２４および／または発見／スケジューリ
ングモジュール１１２４に対応し得る。
【００９５】
　[0099]別の構成では、処理システム１２１０、発見／スケジューリングモジュール１２
２４、および／または受信機１２０５は、あるエリアと関連付けられる基準を含んだトリ
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ガフレームを受信するように構成され得る。処理システム１２１０および／または発見／
スケジューリングモジュール１１２４は、トリガフレームがワイヤレス通信デバイス１２
００に宛てられているかどうかをトリガフレーム内の基準に基づいて決定するように構成
され得る。処理システム１２１０、発見／スケジューリングモジュール１１２４、および
／または送信機１２１５は、トリガフレームがワイヤレス通信デバイス１２００に宛てら
れているときに応答フレームを送信するように構成され得る。一態様では、基準はＲＳＳ
Ｉしきい値であり得る。別の態様では、トリガフレームは、衝突緩和プロシージャを有効
化するかどうかを示し得、応答フレームの送信は、その衝突緩和プロシージャに従い得る
。別の態様では、衝突緩和プロシージャに従う送信は、応答フレームを送信するための発
見ウィンドウ内のランダムな開始時間の選択および応答フレームを送信するための送信要
求／送信可（ＲＴＳ／ＣＴＳ）プロシージャの実装の少なくとも一方を含み得る。別の態
様では、処理システム１２１０、発見／スケジューリングモジュール１２２４、および／
または受信機１２０５は、トラフィック負荷状態と関連付けられるフィードバック情報を
受信するように構成され得る。この態様では、処理システム１２１０および／または発見
／スケジューリングモジュール１２２４は、そのフィードバック情報を使用して、応答フ
レームの送信と関連付けられるパラメータを調節するように構成され得る。別の態様では
、応答フレームは、トリガフレームの送信機のロケーションに対するワイヤレス通信デバ
イス１２００のロケーションに基づいた時間に送信され得る。別の態様では、応答フレー
ムは、ビーム形成セクタ内のワイヤレス通信デバイス１２００のロケーションに基づいた
時間に送信され得る。別の態様では、処理システム１２１０および／または発見／スケジ
ューリングモジュール１１２４は、ワイヤレス通信デバイス１２００のサービング優先度
ランクが、ワイヤレス通信デバイス１２００によって受信された応答フレームを前に送っ
た近隣ノードのサービング優先度ランクよりも低いときに、応答フレームを送信すること
を控えるように構成され得る。
【００９６】
　[00100]この構成では、受信機１２０５、処理システム１２１０、発見／スケジューリ
ングモジュール１２２４、および／または送信機１２１５は、図１０のブロック１００２
、１００４、１００６、１００８、および１０１０に関して上記で説明した１つまたは複
数の機能を実施するように構成され得る。受信機１２０５は、受信機１１１２に対応し得
る。処理システム１２１０は、プロセッサ１１０４に対応し得る。送信機１２１５は、送
信機１１１０に対応し得る。発見／スケジューリングモジュール１２２４は、発見／スケ
ジューリングモジュール１２４および／または発見／スケジューリングモジュール１１２
４に対応し得る。
【００９７】
　[00101]さらに、送信するための手段は、処理システム１２１０、発見／スケジューリ
ングモジュール１２２４、および／または送信機１２１５を含み得る。トリガフレームが
ワイヤレス通信デバイス１２００に宛てられているかどうかを決定するための手段は、処
理システム１２１０および／または発見／スケジューリングモジュール１２２４を含み得
る。受信するための手段は、処理システム１２１０、発見／スケジューリングモジュール
１２２４、および／または受信機１２０５を含み得る。スケジューリングするための手段
は、処理システム１２１０および／または発見／スケジューリングモジュール１２２４を
含み得る。
【００９８】
　[00102]上記で説明した方法の様々な動作は、様々な（１つまたは複数の）ハードウェ
アおよび／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複数の）モ
ジュールなど、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって実行され
得る。概して、図に示したどの動作も、その動作を実行することが可能な対応する機能的
手段によって実行され得る。
【００９９】
　[00103]本開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
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路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログ
ラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウ
ェア構成要素、または本明細書で説明する機能を実行するように設計されたそれらの任意
の組合せによって実装または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであ
り得るが、代替的に、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバ
イスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他の
そのような構成として実装され得る。
【０１００】
　[00104]１つまたは複数の態様では、上述の機能は、ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、またはその任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合
、それらの機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上
に記憶され、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体
は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を
含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体との両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の入手可能な媒体であり得る。限定でなく例として、そのよう
なコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ
もしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス
、または所望のプログラムコードを命令またはデータ構造の形式で搬送または記憶するた
めに使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、他の任意の媒体を備え得る。
また、任意の接続は、コンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェア
が、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）
、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイ
ト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバ
ーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイ
ヤレス技術が、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディ
スク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）
（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピ
ー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を
含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）
は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュ
ータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば有形媒体）を備え得る。加え
て、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的コンピュータ可読媒体（たと
えば信号）を備え得る。上の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきであ
る。
【０１０１】
　[00105]本明細書に開示された方法は、説明した方法を実現するための１つまたは複数
のステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、
特許請求の範囲から逸脱することなく、互いに交換され得る。言い換えれば、ステップま
たはアクションの特定の順序が指定されていない限り、特定のステップおよび／またはア
クションの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく、変更され
得る。
【０１０２】
　[00106]上述の機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれら
の任意の組合せにおいて実装され得る。それらの機能は、ソフトウェアに実装される場合
、１つまたは複数の命令として、コンピュータ可読媒体上に記憶される場合がある。記憶
媒体は、コンピュータによってアクセスできる任意の利用可能な媒体であり得る。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
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ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の
磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコ
ードを搬送もしくは記憶するために使用されコンピュータによってアクセスされ得る、任
意の他の媒体を備え得る。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）
は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（disc）、光ディスク（di
sc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）、およ
びＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、デ
ータを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。
【０１０３】
　[00107]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示される動作を実施するための
コンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム
製品は、本明細書で説明した動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって
実行可能である命令を記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を備
え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケージング材料を含
むことがある。
【０１０４】
　[00108]ソフトウェアまたは命令は、伝送媒体を介して送信される場合もある。たとえ
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用
して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケー
ブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１０５】
　[00109]さらに、本明細書で説明する方法および技法を実行するためのモジュールおよ
び／または他の適切な手段は、適用可能な場合、ユーザ端末および／または基地局によっ
てダウンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たと
えば、そのようなデバイスは、本明細書で説明する方法を実行するための手段の転送を容
易にするために、サーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明する様々な方法は、
ユーザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは提供すると様
々な方法を取得することができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパ
クトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）を介して提供
され得る。さらに、本明細書に記載された方法および技法をデバイスに供給するための任
意の他の好適な技法が利用され得る。
【０１０６】
　[00110]特許請求の範囲は、上で示された厳密な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。上記で説明した方法および装置の配置、動作、および詳細において、
特許請求の範囲から逸脱することなく、様々な修正、変更、および変形が行われる場合が
ある。
【０１０７】
　[00111]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、それの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範
囲によって決定される。
【０１０８】
　[00112]以上の説明は、本明細書で説明された様々な態様を当業者が実施することを可
能にするために与えられた。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らか
になり、本明細書で定義した一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求
の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しな
い全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように
別段に明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複
数の」を意味するものである。別段に明記されない限り、「いくつかの」という語は「１
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つまたは複数の」を表す。当業者に知られているか、または後で知られることになる、本
開示全体にわたって記載された様々な態様の要素に対するすべての構造的および機能的な
均等物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含される
ものである。その上、本明細書で開示されたいかなることも、そのような開示が特許請求
の範囲に明示的に列挙されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いか
なるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という句を使用して明確に具陳されてい
ない限り、または方法クレームの場合には、その要素が「ためのステップ」という句を使
用して具陳されていない限り、米国特許法第１１２条（ｆ）の規定の下で解釈されるべき
ではない。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のエリアと関連付けられる第１の基準を備える第１のトリガフレームを送信するこ
とと、ここにおいて、前記第１のトリガフレームは前記第１のエリア内の第１のノードか
ら第１の応答フレームをトリガすることを目的とする、
　第２のエリアと関連付けられる第２の基準を備える第２のトリガフレームを送信するこ
とと、ここにおいて、前記第２のトリガフレームは前記第２のエリア内の第２のノードか
ら第２の応答フレームをトリガすることを目的とする、を備える方法。
　［Ｃ２］
　前記第１のエリアは、前記ＵＥに対して、ある径方向距離しきい値内に位置し、ここに
おいて、前記第２のエリアは前記径方向距離しきい値を越えて位置する、Ｃ１に記載の方
法。
　［Ｃ３］
　前記第１のトリガフレームは、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）しきい値を示し
、
　前記第２のトリガフレームは、前記ＲＳＳＩしきい値を示さないか、または前記ＲＳＳ
Ｉしきい値に対してヌル値を示す、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記第１のトリガフレームは第１の受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）レンジを示
し、ここにおいて、前記第１のトリガフレームは、前記第１のＲＳＳＩレンジに基づいて
、前記第１のエリア内の前記第１のノードから前記第１の応答フレームをトリガすること
を目的とし、
　前記第２のトリガフレームは第２のＲＳＳＩレンジを示し、ここにおいて、前記第２の
トリガフレームは、前記第２のＲＳＳＩレンジに基づいて、前記第２のエリア内の前記第
２のノードから前記第２の応答フレームをトリガすることを目的とする、Ｃ２に記載の方
法。
　［Ｃ５］
　前記第２のトリガフレームは、前記ＵＥにおけるトラフィック負荷状態と関連付けられ
るフィードバック情報を含む、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記第１のトリガフレームは受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）しきい値を示し、
前記方法は、
　前記第１のノードから前記第１の応答フレームを受信することと、前記第１の応答フレ
ームは、前記第１のノードの近くに位置する１つまたは複数の他のノードの識別子を備え
、ここにおいて、前記第１のノードにおけるＲＳＳＩは前記ＲＳＳＩしきい値よりも大き
く、ここにおいて、前記第２のトリガフレームは、前記１つまたは複数の他のノードの各
々の前記識別子とともに送信される、
　前記１つまたは複数の他のノードから応答フレームを受信することとをさらに備える、
Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ７］
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　前記第１のノードにおける第１の受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）が前記第１の
基準よりも大きいときに前記第１のノードから前記第１の応答フレームを受信することと
、前記第１の基準は第１のＲＳＳＩしきい値であり、ここにおいて、前記第２のトリガフ
レームは、前記第１のノードと関連付けられる識別子とともに、また第２のＲＳＳＩしき
い値ととともに送信される、
　前記第２のノードと前記第１のノードとの間の第２のＲＳＳＩが前記第２のトリガフレ
ームで送信された前記第２のＲＳＳＩしきい値よりも大きいかまたはそれに等しいとき、
前記第２のノードから前記第２の応答フレームを受信することとをさらに備える、Ｃ２に
記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記第１のノードにおける受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）がＲＳＳＩしきい値
よりも大きいとき、前記第１のエリア内の前記第１のノードからリストを受信することと
、前記リストは、前記第１のノードによって前に発見された１つまたは複数の他のノード
の識別子を備え、ここにおいて、前記第２のノードは前記１つまたは複数の他のノードの
うちの１つである、
　前記受信されたリストを使用して、前記第２のノードによる前記第２の応答フレームの
送信のためにタイムスロットをスケジュールすることとをさらに備える、Ｃ２に記載の方
法。
　［Ｃ９］
　前記第１のエリアは第１の円形セクタであり、前記第２のエリアは、前記第１の円形セ
クタとは異なる第２の円形セクタである、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記第１および第２のトリガフレームは、前記ＵＥのロケーションに対応する情報を含
み、
　前記第１のトリガフレームは、前記ＵＥの前記ロケーションに対する前記第１のノード
のロケーションに基づいて、前記第１の応答フレームを受信するための第１のタイムスロ
ットを示し、
　前記第２のトリガフレームは、前記ＵＥの前記ロケーションに対する前記第２のノード
のロケーションに基づいて、前記第２の応答フレームを受信するための第２のタイムスロ
ットを示す、Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記第１のエリアは第１のビーム形成セクタであり、前記第２のエリアは、前記第１の
ビーム形成セクタとは異なる第２のビーム形成セクタである、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記第１のトリガフレームは、第１の時間に、前記第１のビーム形成セクタ内に位置す
る前記第１のノードに送信され、
　第２のトリガフレームは、前記第１の時間とは異なる第２の時間に、前記第２のビーム
形成セクタに位置する前記第２のノードに送信される、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　あるエリアと関連付けられる基準を備えるトリガフレームを受信することと、
　前記トリガフレームが前記ＵＥに宛てられているかどうかを、前記トリガフレーム内の
前記基準に基づいて決定することと、
　前記トリガフレームが前記ＵＥに宛てられているときに応答フレームを送信することと
を備える方法。
　［Ｃ１４］
　前記基準は受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）しきい値である、Ｃ１３に記載の方
法。
　［Ｃ１５］
　前記トリガフレームは、衝突緩和プロシージャを有効化するかどうかを示し、ここにお
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いて、前記応答フレームの前記送信は、衝突緩和プロシージャに従う、Ｃ１３に記載の方
法。
　［Ｃ１６］
　前記衝突緩和プロシージャに従う前記送信は、前記応答フレームを送信するための発見
ウィンドウ内のランダムな開始時間の選択または前記応答フレームを送信するための送信
要求／送信可（ＲＴＳ／ＣＴＳ）プロシージャの実装の少なくとも一方を備える、Ｃ１５
に記載の方法。
　［Ｃ１７］
　トラフィック負荷状態と関連付けられるフィードバック情報を受信することと、
　前記フィードバック情報を使用して、前記応答フレームの前記送信と関連付けられるパ
ラメータを調節することとをさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１８］
　前記応答フレームは、前記トリガフレームの送信機のロケーションに対する前記ＵＥの
ロケーションに基づいた時間に送信される、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１９］
　前記応答フレームは、ビーム形成セクタ内の前記ＵＥのロケーションに基づいた時間に
送信される、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ２０］
　前記ＵＥのサービング優先度ランクが、前記ＵＥによって受信された応答フレームを前
に送った近隣ノードのサービング優先度ランクよりも低いときに、応答フレームを送信す
ることを控えることをさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ２１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　第１のエリアと関連付けられる第１の基準を備える第１のトリガフレームを送信するこ
とと、ここにおいて、前記第１のトリガフレームは前記第１のエリア内の第１のノードか
ら第１の応答フレームをトリガすることを目的とする、
　第２のエリアと関連付けられる第２の基準を備える第２のトリガフレームを送信するこ
とと、ここにおいて、前記第２のトリガフレームは前記第２のエリア内の第２のノードか
ら第２の応答フレームをトリガすることを目的とする、を行うように構成される装置。
　［Ｃ２２］
　前記第１のエリアは、前記ＵＥに対して、ある径方向距離しきい値内に位置し、ここに
おいて、前記第２のエリアは前記径方向距離しきい値を越えて位置する、Ｃ２１に記載の
装置。
　［Ｃ２３］
　前記第１のトリガフレームは第１の受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）レンジを示
し、ここにおいて、前記第１のトリガフレームは、前記第１のＲＳＳＩレンジに基づいて
、前記第１のエリア内の前記第１のノードから前記第１の応答フレームをトリガすること
を目的とし、
　前記第２のトリガフレームは第２のＲＳＳＩレンジを示し、ここにおいて、前記第２の
トリガフレームは、前記第２のＲＳＳＩレンジに基づいて、前記第２のエリア内の前記第
２のノードから前記第２の応答フレームをトリガすることを目的とする、Ｃ２２に記載の
装置。
　［Ｃ２４］
　前記第２のトリガフレームは、前記ＵＥにおけるトラフィック負荷状態と関連付けられ
るフィードバック情報を含む、Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
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　前記第１のノードにおける第１の受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）が前記第１の
基準よりも大きいときに前記第１のノードから前記第１の応答フレームを受信することと
、前記第１の基準は第１のＲＳＳＩしきい値であり、ここにおいて、前記第２のトリガフ
レームは、前記第１のノードと関連付けられる識別子とともに、また第２のＲＳＳＩしき
い値ととともに送信される、
　前記第２のノードと前記第１のノードとの間の第２のＲＳＳＩが前記第２のトリガフレ
ームで送信された前記第２のＲＳＳＩしきい値よりも大きいかまたはそれに等しいとき、
前記第２のノードから前記第２の応答フレームを受信することとを行うようにさらに構成
される、Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第１のノードにおける受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）がＲＳＳＩしきい値
よりも大きいとき、前記第１のエリア内の前記第１のノードからリストを受信することと
、前記リストは、前記第１のノードによって前に発見された１つまたは複数の他のノード
の識別子を備え、ここにおいて、前記第２のノードは前記１つまたは複数の他のノードの
うちの１つである、
　前記受信されたリストを使用して、前記第２のノードによる前記第２の応答フレームの
送信のためにタイムスロットをスケジュールすることとを行うようにさらに構成される、
Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２７］
　前記第１のエリアは第１の円形セクタであり、前記第２のエリアは、前記第１の円形セ
クタとは異なる第２の円形セクタである、Ｃ２１に記載の装置。
　［Ｃ２８］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　あるエリアと関連付けられる基準を備えるトリガフレームを受信することと、
　前記トリガフレームが前記ＵＥに宛てられているかどうかを、前記トリガフレームに含
められた前記基準に基づいて決定することと、
　前記トリガフレームが前記ＵＥに宛てられているときに応答フレームを送信することと
を行うように構成される装置。
　［Ｃ２９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　トラフィック負荷状態と関連付けられるフィードバック情報を受信することと、
　前記フィードバック情報を使用して、前記応答フレームの前記送信と関連付けられるパ
ラメータを調節することとを行うようにさらに構成される、Ｃ２８に記載の装置。
　［Ｃ３０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥのサービング優先度ランクが、前記ＵＥ
によって受信された応答フレームを前に送った近隣ノードのサービング優先度ランクより
も低いときに、応答フレームを送信することを控えるようにさらに構成される、Ｃ２８に
記載の装置。
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